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序　　　文

ここに原遺跡の第一次調査の報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます°

本調査が行なわれたのが、昭和51（1976）年でありました。

この地に株式会社ダイエー様が大型店舗原店を建設されるにあたり、その事前の策とし

て、埋蔵文化財の発掘調査が行なわれた訳であります。

当初、福岡市教育委員会に発掘調査の要請があった訳でありますが、市教委としまして

は、新幹線の博多開業等に伴う様々な都市基盤整備事業の対応で精一杯な時期で、民間の

開発事業をお手伝いする調査体制は整っていませんでした。

そのような事情で文化庁、福岡児のご指導で、大学で教鞭を執っておられた松浦宥一郎

先生にご足労戴き、調査会を組織した訳であります。

遺跡は大変貴重な発見を提供してくれました。縄文時代最終末期である夜目式土器に稲

作水田を想わせる杭列や、井戸それに脱穀用の杵など、当時としては目を見張らせる新発

見がありました。

本市では、国民共有の財産である文化財の保護は行政の責務と考え文化財保護行政の発

展的継続を旨として努力しており、現在では、民間開発事業の対応も行えるようになりま

した。これも一重に関係各位のご理解の賜と感謝申し上げますとともに、今後猶一層、文

化財保護行政の発展をめざしてまいりたいと思います。

末尾でありますが、本調査に暖い手を差し延べて戴いた関係各位に感謝申し上げご挨拶

といたします。

平成8年3月31日

福岡市教育長　尾　花　　　剛



例

1．本報告書は、福岡市教育委員会埋蔵文化財発掘調査報告書第492集である°

2・本報告書は原遺跡群第一次調査の発掘調査報告である。

3・本遺跡の記号を「HAAー1」とする°

4・本遺跡の調査番号を「7505」とする。

5・福岡市文化財分布地図における登載記号は「082－A－2」である。

6・調査年月日は昭和51年（1976）年7月から同年9月までである°

7・調査面積は、3，584平方メートルである。

8・本報告書の編集は、松浦宥一郎の指導を仰ぎ、折尾学、石川むつみ（和田）が行なった。

9・本報告の図版、表等の作成は、石川むつみ、武藤和子、坪多正裕、千田利明、明治大学学生、桐

朋学園大学生が行なった。

10・本報告書に関係する資料は福岡市埋蔵文化財センターにて保管している°



1．調査経過と組織

1・調査経過と組織

本地点の埋蔵文化財の有無に関する調査依頼は昭和50年にメッセ㈱より福岡市教育委員会にあった。

メッセ㈱は株ダイエーより委託を受けた建築設計会社である。市教委は調査依頼より余り間を置かず

試掘を実施した。

試掘の結果、台地部分に若干中世集落の痕跡が在ること、台地周辺は弥生時代の低湿地で遺物を良

好な状態で包蔵している事が分った。

メッセ㈱は、市教委に本地点の発掘調査を強く要請した。市教委としては公共事業に伴う発掘調査

の対応に追われ、民間開発事業まで行う体制の余力はなかった。文化庁、福岡膿教育委員会の指導は、

学識者を長とする調査会を設立する事が緊急措置として望ましいというものであった°

調査会は当時、桐朋学園大学講師としてご活躍の松浦宥一郎氏に会長に就任して項き、副会長に明

治大学考古学研究室の杉原荘介教授のご承認を戴いた大学院在学中の和田むつみ氏（現在石川）を、

主任に市教委の折尾学をあてることで設け、発掘調査を受託する事とした。

調査は昭和51年の大学の夏休みを利用して行ない、後述詳細の結果を得るのである。

原・談儀遺跡（原遺跡群第一次）調査会

委託者－メッセ株式会社

受託者－原・談儀遺跡調査会

協　　カー福岡市教育委員会

調査組織－会　長　松浦宥一郎

副会長　和田むつみ（現在石川）

主　任　折尾　学

調査員　態谷隆子、本田光子、武藤和子、広田由美子、千田利明、坪田正裕

明治大学考古学専攻生

桐朋学園大学生

2・遺一跡の立地と環境

福岡市の平野部は油山山塊から北へ伸びる鴻巣山を中心とした平尾丘陵によって、狭義の福岡平野

と早良平野に限られる。福岡市西部に広がる早良平野は室見川や金屑川等の大・小河川によって形成

された沖積平野である。この沖積平野のほぼ真申には中位段丘である有田・小田部の台地が存在する

が、この台地の東側には標高6－7mを測る原の低位段丘がある°　この台地は東西長約550m、南北

幅250mを測る狭長な徴高地である。水田面との比高差は小さく、東側には稲塚川が、西側には有田

・小田部台地との堺に金屑川が流下する°微高地の北側は「塩入、舟底、浮島」等の地名が残ってい

る。かつて河口が大きく湾入りしており、藤崎．西新地区は砂喋状を呈していたと考えられるが、特

に南庄地区では「庄ノ浜」「中ノ浜」「上ノ浜」の地名などもあって、十二町ほどの塩田が存在した事

が伝えられている。台地上は縄文時代から中世までの集落が営まれるが、特に弥生時代中期と古墳時

代初頭の大集落が近年発見され、それに伴なう水田跡としては台地西端の原談儀遺跡や台地南側の原

深町遺跡などがある。古墳は「大王塚」と呼ばれるものや後期群集境も存在したようであるが、現在

は不明である。

周辺の遺跡では東側に細形鋼剣を出土した飯倉原遺跡や古墳時代初頭の干隈古墳、西側に細形鋼文

を出土した甕棺墓や弥生時代初頭の環濠を検出した有田遺跡がある。又、北側の湾岸には藤崎遺跡方

形周溝墓群や西新町遺跡の古墳時代初頭の集落が存在する0水田跡としては弥生時代の鶴町遺跡や、

弥生時代初頭の有田七田前遺跡が知られる。総じて弥生時代～古墳時代を通じて有田遺跡との有機的

つながりは密接であり、有田遺跡の集落に対して分村的位置を示している°奈良時代は田部郷に属し、

条里遺構は顕著に残っている。中世には在地豪族による名や屋敷の形成が著しいところである。（福

岡市埋文発掘報告書第140集より転載）
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2．遺跡の立地と環境

A、原遺跡群、／B、有田、′J・田部遺跡群　　　　　　r
l、原第10次　2、有田．小田部遺跡第3次　3、有田・小田部遺跡第59次　4、有田・小田部遺跡第60次　5、鶴町遺跡　6・次郎九高石遺跡
7、田村遺跡群　8、四箇遺跡群　9、吉武遺跡群

F虹1　周辺の遺跡
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原遺跡地形図
1一一10　各調査次数
l・原淡俵遺跡
3．原深町遺跡

Fig・1一　原遺跡現況
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3．遺跡の概要

3・遺跡の概要（Fig．2）

遺跡対象地に幅1メートルの東西方向、トレンチを20m間隔で掘削した。そのトレンチの観察結果、

本調査が必要と認めた地点を5地点選定した。各地点の概要は以下のとおりである。

第1地点（GIII区北東隅）

遺跡東部に広がる微高台地から東部低湿地へ下降する地点。換言すれば台地と低湿地の歴史的活用

の時間的流れを把握するために選ばれた調査地点である°

遺構は存在せず、弥生時代から古墳時代にかけて遺物を包合する文化層である°　弥生時代中期の壷

・甕形土器の破片少量出土、古墳時代初期の土器片は鼓形器台が目につく。中世は碗や皿の鹿部少量

の出土をみる。

第11地点（G－3，G－4，A－4区）

縄文時代最終末期夜目式土器を伴う井戸状遺構と稲籾脱穀用の竪杵等は特筆に値する。

第III地点（A－5・6，B－5・6，C－5・6区）

弥生時代前期板付11式期から中期城ノ越式期にかけての水田址。

水田址は、杭列をもって水田址とするしか判断材料はない。

遺物としては、農耕具数点が目を引き、土器としては板付II式土器に比定される無頸壷とそれと合

体する蓋が多数出土している。無頸壷形土器の口縁部と蓋形土器の両側端にはそれぞれ2個の穿孔が

みられ、壷と蓋とは組み合わせを意味している°水田もしくはその近辺の出土を考えると種籾保存用

の機能が無頸壷と蓋に与えられている事を窺わせる。また、壷の表面は暗文風や編笠を思わせる文様

が施され、一見に値する技術を遺存している。

第1Ⅴ地点（A－2．3，B－3，C－3区）

遺跡東半にある台地上の遺構の遺存度を観察するために設定した調査地点である°
、っ

意に反して遺構は樹根とも住居の柱痕とも分らない痕跡で、人為的遺構は無かったとしか表現でき

ない°後世による大判平の跡である。

第Ⅴ地点（D－1・2区，E－1・2区）

中世の溝を検出。中世館の痕跡を想わせる。

Fig・3協加削さ、右より態谷隆子、石川むつみ、広田由美子、本田光子、松浦宥一郎、坪多正裕、

千田利明、一人おいて折尾学。

Fig．3　調査協力者
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3．遺跡の概要
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4・各地点の調査

4・各地点の調査

（1）第1地点の調査

本地点は、後世の削平を受けた台地上に存在していただろう遺構の時代性を、この地点出土の遺物

で探るとともに、西半にある水田の境界にどのような人為遺構が有るか、確認するために設定された。

Fig・4に示される平面プランは台地から西へ緩やかに傾斜する状態を表す。遺構は皆無であるが、

遺物は弥生時代中期初頭の城ノ越式土器と古墳時代初期の古式布留式土器併行期の土師器を出土し、

鼓形器台は見た目に優美である。

その他中世の碗鹿部や皿などが数点見られる。いずれにしても、本遺跡の土器利用の時間幅を示し

ているといえる。

Fig．4の北壁土層の説明は以下のとおり。

1・灰褐色土層（耕作土）　表土、粘性はやや強く、しまりがある。

2．乳灰白色土層　　　　粘性、しまりとも1層より強い。サビ状の鉄分を多量に含む。

3．黒　色　土　層　　　　粘性、しまりとも2層と同程度、サビ状の鉄分を非常に多量に合で、

そのためほぼ褐色を呈する°

層
　
層

土
　
土

色
　
色

黒
　
黒

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

4

　

　

5

6・砂　　　　　層

7・黒色粘質土層

8．砂　　　　　層

粘性は3層より強く、しまりは同程度°　サビ状の鉄分は含まない。

粘性は4層より強い。6層の砂の混入で特に下部のしまりは惑いが地

下水の影響で全体的に4層よりしまりが悪い°

粒子は粗く、不ぞろい。5、7層の影響で粘性を持つ。

砂質の粘土、粘性は5層より悪い。地下水および砂のためしまりは5

層より悪い。

粒子は細く、均一であるが、礫層直上に薄くみられる。7層の影響で

5層よりも粘性が強い。

なお、遺物を包含する土層は、第4層から第7層であるが、明確な時代区分は確認されていない。

0　　　　　2M
L　！！

Fig．4　第Ⅰ地点平面図と北壁土層図（縮尺1／100）
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（1）第1地点の調査

．T a b ． ．1 第 ．Ⅰ 地 点 出 土 土 器 観 攣 表

F ig ．
図面 番号

出 土 地 点 器 種 ・器 部 法　　　 量 形 態 の 特 徴

／5 ・ 1
G 3 E 3 層 壷 口 縁 部

口　 径 ※24
口 緑 は 「鋤 」 状 を 呈 し 、 わ ず か に 内 傾 す る 。器　 高

最大径

5 ．． 2 G 3 E 砂 層 壷 口 縁 部
口　 径 ※23
券　 高
最大径

．5 ・ 3 G 3 E 3 層 壷 口 縁 部
口　 径 ※20
器　 高
最大径

5 ． 4 G 3 E 砂 層 甕 口 縁 ．部
口　 径 ※23

逆 「L 」 字 形 に 近 い 口 縁券　 高
最大径

5 ・ 5
G 3 E 泥 炭 層

直 上
甕 口縁 部

口　 径 ※32 ロ綿【都 は 逆 「L 」 字 形 に近 い が 、 内側 が 「く」 の 字 形 に 屈 折
す る。 口 唇 部 が 凹 む 。 ロ繰 直 下 に断 面 「M 」 字 の 突 帯 が 1 条
巡 る。

券　 高
最大径

5 ． 6 G 3 E 砂 層 ． 壷 口緑 部
口　 径 ※14

い わ ゆ る 袋 状 口 緑 で 、頸 部 に 小 さ な 「M 」字 状 突 帯 が 巡 る 。器　 高
最大径

3 ・ 7
G 3 E 泥 炭 層

．直 上
．壷 口縁 部

口　 径 ※13
袋 状 口 緑誅　 高

最大径

5 ． 8 G 3 E 黒色 土 層 壷 ．口 綾 部
口　 径 ※14
器　 高
最大径

3 ・ 9
G 3 E 泡 炭 層 ．

直 上
器 台 脚 下 部

脚　 径 ※11．5
胴 中 位 が 少 し す ぼ ま る ° 裾 部 に 不 明 瞭 な 洗 練 が 巡 る 。器　 高

最大径

5 ．1 0 G 3 E 疹 層 甕 鹿 部
底　 径 ※7．2

あ げ 底 、 ぶ あ っ い つ く り を な す °券　 高
最大径

5 ・1 1 G 3 E 3 層 甕 鹿 部
底　 径 ※7．2
器　 高
最大径

5 ．1 2 甲 E 3 層 ．壷 口 縁 部
口　 径 ※16

外 反 す る 口 緑 部 か ら逆 「く 」 の 字 形 に 屈 折 す る 。券　 高
最大径

5 ．1 3 G 3 E 砂 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※17

口 緑 部 は 「く」 の 字 形 に 外 反器　 高
最大径

5 ・14
G 3 E 4 層 甕 口 緑 部

口　 径 ※14
口綾 部 は 「く」の 字 形 に 外 反 し 口 唇 で 、や や 内 題 し て い る °券　 高

最大 径

5 ．15 排 土 中 甕
口　 径 10．8 ロ 縁 部 は わ ず か に 外 反 す る が 、口 唇 部 は や や 内 題 す る 。

胴 部 は 球 形 に 近 く 、肩 部 に や や 稜 を つ く る °器 壁 ．が 薄 手鴇　 高 15．1
最 大径 13・6

5 ・16 G 3 E 黒 色 土層 ．埠 （高 塚 ）
口　 径 ※8．4 鹿 部 よ り わ ず か に 立 ち 上 り 、 口 唇 部 が 外 反 す る 。 鹿 部

が や や 厚 手 に な る 。
券　 高
最 大径

5 ・17 ／ A 3 ．G E 3 器 台 ．
口　 径 ※21－9 上 、 下 が 広 が り 、 中 央 部 が 鼓 形 に す ぼ ま り．、 屈 折 部 の

上 、 下 に 三 角 突 帯 を 各 1 条 巡 ら す い わ ゆ る 鼓 形 器 串 ．
器　 高 ※12．6
最大径 楽25

5 ・18 6 3 E 器 台 脚 部
脚　 径 難21
券　 高
最大径

．5．．19 ．排 土 中 器 台 脚 部
脚　 径 楽27
器　 高
最大径

6 ・ 1 排 土 中 器 台 ．口綾 部 欠 失
口　 径 上 、 下 が 広 が り 、 中 央 部 が 蚊 形 に す ぼ ま り－　 くび れ 部 の 上 、

高 島 讃 寄 蒜 若 鳥 去 菅 野 す ・ い わ ゆ る鼓 形 器 台 。 くび れ 部静　 高 ※9 ．2
最大径

6 ・ 2 G 3 E 砂 層 器 台 口縁 部 欠 失
口　 径 上 、 下 が 広 が り 、 中 央 部 が 鼓 形 に す ぼ ま り、 くび れ 部 の 上 、

－下 に三 角 突 帯 を 各 1 条 巡 らす 、 い わ ゆ る 鼓 形 器．台 。 くび れ 部
内 面 に不 明 瞭 な稜 を もつ 。

券　 高
最大径

6 ． 3 G 3 E 砂 層 番 台 脚 部
脚　 径 ※14．7 鼓 形 器 台 、突 帯 は 断 面 台 形 。く び れ 部 内 面 に 不 明 瞭 な 稜

を もつ 。
券　 高
最大径

6 ． 4 排 土 中 券 台 脚 部
脚　 径 ※19・5 鼓 形 器 台 、く び れ 部 内 面 に 稜 が つ き 、強 く 「く」の 字 形 に

屈 折 。
器　 高
最大径

6 ・ 5 G 3 E 3層 器 台 口 緑 ・裾 欠
口　 径

鼓 形 器 台 。 くび れ 部 内 面 に 不 明 瞭 な 稜 を も つ 。器　 高
最大径

6 ． 6 G 3 E 3層 器 台 口 緑 ．裾 欠 ・
口　 径 鼓 形 器 台 。 くび れ 部 内 面 に 稜 が つ き 、 強 く 「く 」 の 字

形 に 屈 折 。 突 帯 は 「M 」 字 状器　 高
最大径

6 ． 7 G 3 E 3層 器 台 由 縁 欠
口 ．径

鼓 形 器 台 。 く．び れ 部 内 面 に 不 明 瞭 な 稜 を も つ °器　 高
最大径

6 ・ 8 G 3 E 3層 器 台 口 縁 欠
口　 径

鼓 形 器 台 °　 くび れ 部 内 面 に 不 明 瞭 な 稜 を も つ 。器　 高
最大径

6．・ 9 G 3 E 4層 器 台 口 縁 欠
口　 径

鼓 形 券 台 °器　 高
最大径

6 ・10 G 3 器 台 脚 部
径 ※17．7

鼓 形 器 台 。券　 高
最大径

・6 ・1 1 G 3 高 台 付 埠 鹿 部
底　 径 ※8

や や 外 に 広 が る 高 台 が つ く 。券　 高
最大径

6 ・1 2 G 3 E 3 層 高 台 付 塔 鹿 部
底　 径 ※7

直 立 し た 高 台 が つ く 。器　 高
最大径

6 ．1 3 G 3 E 3 層 高 台 付 坪 鹿 部
底　 径 ※6．2

や や 外 に 広 が る 高 台 が つ く。暴　 高
最大径

6 ．1 4

6．・1 5

6 ・1 6

．G 3 E 砂 層

G 3 表 土

G 3 表 土

高 台 付 坪 鹿 部

高 台 付 塔 鹿 部

皿

底　 径
券　 高

．最大径
底　 径
暮　 高
最大 径
口　 径
券 ．高
最大径

※6．4
低 い 高 台 が つ く。 体 部 は 大 き く外 に 広 が る °

や や 外 に 広 が る 高 台 が つ く。

厚 く平 坦 な 鹿 部 か ．ら 短 か く体 部 ．を ひ き 出 す 。

※7・2

※11
1．7
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4・各地点の調査

（※ は復 元 値 、 単位 ：cm ）

手法の特徴 胎睾 ・焼成 色　　　 調 備　　　 考 写 真

ナデ
大粒の長石－石英粒を多量
に含む°　良好、堅緻

明黄土色 磨滅著 しい

調整痕不明 砂粒を多 く．含む、粗、良好 磨滅著・しい

調整痕不明 砂粒を含む　 良好 明黄土色 磨滅著 しい

刷毛目 長石粒を多 く含む　 良好 磨滅著 しい

外面 へラみがさ 長石、石英粒を少量含む
良好 丹塗 り

．外面 刷毛目　 突帯部横ナデ 長石、石英粒を含む ．良好

調整痕不明 長石、石英粒を含む　 良好．自黄土色

調整痕不明 1長石、．．石英粒を含む　 良好 白黄土色

外面 縦の刷毛目 ．長石、石英粒を少量含む
普通 時日黄土色

大粒の石英を多量に含む粗
良好

外面 暗黄土色
内面 黒灰色 磨滅著 しい

砂粒を多 く含む　 良好 外面 黄褐色 ．
内面 灰白色．

内、外面 丁寧なナデ 砂粒を含む　 良好 濃茶色

横ナデ 石英、長石粒を．含む　 良好
外面 濃茶色
内面 黄童色 磨滅草しい

調整痕不明 長石粒を含む　 良好 自軍土色 磨滅著しい

ロ緑部刷毛ナデ、胴部外面縦の刷毛目、
頚部内面指ナデ、胴部内面刷毛目 細砂粒を含む　 良好、堅緻

外面 茶裾色
内面 灰褐色 外面煤付善 F ig ．8－1

口緑部横ナデ 砂粒を極少量含む　 良好 ． 赤績色

．内、外面 へラ削 りのち横ナデ 砂粒 を含む　 良好 暗褐色 F ig ．8－3

内、外面 横ナデ 砂粒 を含む　 良好 明褐色

外面 横ナデ
内面 へラ削りのち横ナデ 砂粒 を含む　 良好 明褐色 黒粧あ り

外面 へラみがき
内面 へラ削りの後、ヘラみがき 細砂粒 を含む．良好 赤褐色 F ig ・8－2

外面 へラみがき
内面 へラ削りの後、ヘラみがき 柵砂粒 を含む　 良好 黄彿色

外面 へラみがき
内面 へラ削りの徳、ヘラ．みがき 良好 明赤褐色

外面 横ナデ
内面 へラ削り 砂粒を含む ．良好 績褐色 黒堆あ り

横ナデ 砂粒を多量に含む　 良好 明赤褐色

外面 療ナデ
内面 へラ削り 砂粒を含む　 良好 ・ 明褐色

外面 横ナデ 砂粒を含む．・．不良 草褐色

外面 横ナデ
内面 へラ削り 砂粒を多量に含む　 不良 麟黄灰色

横ナデ 砂粒を多量に含む　 不良 淡黄褐色 ．

横ナデ 砂粒を含む　 良好 黄褐色

外面 ナデ
内面 へラ削り 砂粒を極少量含む　 良好

外面 黄土色 ．
内面・黒灰色

調整痕不明 密、きめ細い ，良好
外面 淡黄褐色
内面 黄褐色

外面 ．ヘラ削り後、ナテP
内面　ナテP
高台部　ナチP

密、きめ細い　 良好 淡黄褐色

調整痕不明 砂粒を極少量含む　 良好 白黄土色

高台部横ナデ 砂粒を極少量含む　 良好 自こげ茶色

横ナチ 砂粒を極少量含む、密
良好

外面 時日黄土色
内面 暗赤褐色
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（2）第11・ⅠⅤ地点の調査

（2）第11・IV地点の調査

第II地点の土層図説明

Sectionl（G－4．3グリット北壁，Fig．9）

1　灰褐色土層（耕作土）

2　乳灰色土層

3　茶褐色土層

4　秒　　　　　層

5　灰黒色土層

6　秒　　　　　層

7　砂　　　　　層

8　黒色泥炭層

9　黒色粘質土層

10　秒　　　　　層

11黒色粘質土層

12　砂　　　　　層

13　砂　　礫　　層

14　黒色粘質泥炭層

15　秒　　　　　層

Section2（Aトレンチ，

粒子の粗い砂層、しまりがない。西端は白砂で東に行くに従い茶色。泥炭ブロ

ックあり。

粘性しまりあり。泥炭の層で、径2－3cmの小石含む°

粒子の粗い砂層。

粒子の粗い白砂層。砂質化した泥炭を帯状に含む°

粗い砂粒子を含む泥炭層°

砂粒子と緑灰色の粘土をブロック状に含む粘質土層°

径3－4cm位の小石や礫を含むしまりがある砂層°

砂粒子混入粘質土層。

微砂粒子層で小石を含む。

径4－5cm位の小石を多量に含む砂層。

強粘性質の泥炭層。

粗い粒子砂層に泥炭をわずかに含む層°

Fig・9）

1　灰褐色土層（耕作土）

2　黄褐色粘質土層（水田の床土）

3　黒　色　土　層　鉄分を含む褐色土で堆積は密である。

4　黒色砂混入土層　堆積が密な砂混入粘質土層。

5　黒色粘質土層　堆積が粗疎な、水分を含む黒色土層°

6　砂混入黒色粘質土層　第5層の状態に石英小粒子混入。

7　砂　　礫　　層　濃灰色で径10cm内外の花崗岩礫を多量に含む。
レ

8　秒　　　　　層　灰白色の砂層、堆積は疎い。

9　褐色砂礫層　地山と思われる礫層。砂が混入°

Section3（Cー4グリット　井戸と土層，Fig・9）

1　明灰褐色土層

2　黒　色　土　層

3　秒　　　　　層

4　灰黒色土層

5　黒　色　土　層

6　秒　　　　　層

7　磯　　　　　層

強粘性で粒子状の鉄分を多量に含む。

泥炭層、粘性が強くしまっている。

ブロック状に黒色粘質土を含む砂層°　しまりがない。

非常に細い砂を含む粘性土層。

第11層と酷似。

ブロック状に入っている砂層°粒子が細かく色も明るい°

本遺跡の基盤層°10cm内外の花炭岩礫層。
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4・各地点の調査

（丑，調査の概要

第1Ⅴ地点は、集落の痕跡探査の為設定されたが遺構皆無につき説明は省く。

第II地点は、水田の可能性とその時代確認のため設定。

土層を観察する（SectiOn・1，G－3・4区北壁、Fig．3）と花崗岩磯層を基層として、その上層

は表土層を含めて15層が概観できる。15層の中に、5層の砂層とその間層として黒色有機質の低湿地

特有の泥炭層が見える。この泥炭層が稲作適合の水田面と思われる。調査の主眼はこの泥炭層の水田

の営みの跡を探るところにある。

第14層に弥生式土器を含まない夜目式土器の文化層があって、措鉢形の井戸状遺構と稲作を想わせ

る竪杵が出土している。

その上層第11層には、板付II式土器を包含する土層が見える。

第8層より上層の黒色粘質土層や黒色泥炭層等が古墳時代以後の水田を示している。

各時代の水田の区画については、部分的に依存する杭列より言及するには甚だしく恐れ多い。水田

の区画を求める調査は湧水対策を重点においた考古学的発掘土木技術を前提に考えなければならない

と思うが、原因者（開発側）に調査費を求める現在の文化財行政からして、そのような調査は夢物語

である°

挿図の説明をすれば、Fig．12，13が夜目式土器の出土状態。Fig．14が夜目式土器に伴う竪杵でそれ

を打ち抜く状態で板付II式期の杭が見える。Fig・15は第8層より出土の布留式土器併行期の甕形土器。

いずれにしても最下層から表土層までに何層も存在する砂の層は、幾度となく繰り返される風水害

という自然の脅威と人間との歴史的闘いの跡である。その歴史的経験の上に現在の水田経営がある。

Fig．10　第II地点遠景（中央右井戸状遺構）
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（2）第11・ⅠⅤ地点の調査

Fig．11杭の位置と土器の位置

断面三角形に加工された板状の杭と弥生時代前期板付II式土器が

第11層黒色粘質土層の中に見える。その下層2枚の砂、及砂磯層を

おいて最下層に、縄文時代最終末期の夜目式土器を包含する第14層

黒色粘質泥炭層が見える。
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4・各地点の調査

②　出土遺物

在自式土器　Fig．11，12が夜目式土器の出土状態である°

Fig．11は黒色に近い土器の鹿部で、円形の胴部に高台状の底を張付けたも

のであろう。表面は良く研磨されており、鉢形土器の鹿部と思われる°

甕形土器の口縁部、胴部等の破片がFig．16とFig．17に拓影図化されている。

土器表面は夜目式甕形土器に共通の器表調整のためとされる条痕が顕著である。

甕形土器の拓影断面図をみると、口縁直下に突帯をめぐらし刻目を施すもの、

口唇直下に微突帯をめぐらし刻目を施すもの、口唇の外に微突帯をめぐらし刻

目を施すものとが見られる°　口唇直下に微突帯を設けるものと口唇の外に微突

帯を設けるものとには、胴部から引き伸ばした口縁部の先端（口唇部）の外に

突帯を施すものと、引き伸ばした口縁部を口唇で若干外反させ内側に突帯を施

すものとが考えられるが図の表現はそこまで達していない。

いずれにしても、その甕形土器の製作技法は後に続く、弥生式時代の甕形土

器はもとより壷形土器の基層をなすものである。

竪　　杵　夜目式土器に伴うものである。長さ70cm内外、遺物取り上げ後、保存管理の

不備により、図化が不能に終わった事にお詫び申し上げる。材質は可視的に把

えて樫系の樹木と思われる°

弥生式土器　甕形土器があって、板付ⅠⅠ式土器（Fig．18－1．2）と城ノ越式土器（Fig．

18－8・9）、それに型式名は定かでないが、注口土器の注口（Fig・8－11）

と紡錘車（Fig・18－10）／がみられる。板付II式土器の甕形土器は鹿部と胴部

の接合部分に胎土を張り付け表面を調整した痕が、断面に見てとれる°製作者

の美的感覚からくる気配りであろうか°

古墳時代　古墳時代前期に比定されるものを出土している（Fig・18－3・4・6．7・

12・－14）。壷形土器の口縁（3・4）はこの時期に見られる頚部と口縁の接

点を鋭角に表現し、口縁が控えめに外反するものである。いわゆる小型丸底壷

（6）は器壁が大変薄くて繊細な印象を受ける。高杯形土器には二者があって、杯

部と口縁の接点を鋭角に表現するもの鋤と鈍角に表わし口縁部を大きく外反さ

せるもの銅とがある。前者が古式である。甕形土器（7・13）は布留式土器系

の土器である。球形の胴部に多少膨らみをもたせて外反する口緑を乗せ、口唇

部を平坦に切る°器内は胎土に充分砂粒子を混入させ、錬り込み、強度を保た

せ、内面は箆で削り器壁を薄く、さらに器表は刷毛調整で丁寧な仕上がりであ

る。熱効率を如何に図るかが往時の工人達の課題であった事が窺える。
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（2）第11・ⅠⅤ地点の調査

Fig．12　夜目式土器出土状況

Fig．13　夜目式土器出土状況
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4・各地点の調査

Fig．14　夜目式土器に伴う木器と杭

Fig．15　甕形土器出土状況
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（2）第II・ⅠⅤ地点の調査

T a b 一 2 ．第 1 1 ．・ I V 地 点 出 土 土 器 観 察 表

F i書・
図 面番 号

出 土 地 点 器 種 ・晶 部 法　 ．量 形 態 の 特 徴

1 8 ． 1 A 2 ．2層 甕 口 輝 部

口　 径 ※2 1
口縁 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 内 面 口 緑 屈 折 部

に 明 瞭 な 稜 が つ か な い 。
器　 高

最大径

1 8 ． 2 A 2 ・2層
壷 鹿 部

底　 径 ※8．8

平 坦 な 鹿 部 か ら そ の ま ま 胴 部 へ 立 ち 上 が る °器　 高

最大 径

1 8 ・ 3 A 3砂 礫 層 壷 口 縁 部

口　 径 ※1 0

外 反 す る 口 縁 部 か ら逆 「く 」 の 字 形 に 屈 折 す る 。器　 高

最大径

1 8 ． 4 A 2 ・3 ・1 層 ／．壷 口 縁 部

口　 径 ※1 3．5

外 反 す る 口 緑 部 か ら逆 「く 」 の 字 形 に 屈 折 す る 。器　 高

最大径

1 8．・ 5 （欠 番 ）

口　 径

器　 高

最大 径

1 8 ． 6 A ト レ ン チ 柑 鹿 部 欠

口　 径 ※8．4
口緑 部 が や や 外 反 し て 、 胴 部 と の 接 合 部 が や や くび れ

上 下 に 偏 平 な 球 形 の 胴 部 に 至 る 。 器 壁 が 薄 手
器　 高 ※6．5

最大 径

、1 8 ・ 7 A ・ 3
．壷 口　 径 1 4・7

口 緑 部 が 外 反 し、 球 形 に 近 い 胴 部 を も つ 。 口 縁 部 は 若

干 内 題 し、 口 縁 上 端 が 凹 む 。
器　 高 2 1．4

最大 径 2 0．2

1 8 ． 8 A 2 ．3 p i t内 ・ 壷 口 縁 部

口　 径 ※2 9．3

口 緑 は 「鋤 」 状 を 呈 し 、 口 線 外 瑞 が や や 下 が る 。器　 高

最大径

1 8 ．・ 9
A 5 秒 ～ 泥

炭 層
甕 口 績 部

口　 径 ※2 8

口 緑 は 逆 「L 」 字 状 を 呈 し 、 や や 内 傾 す る 。器　 高

最大径

1 8 ・1 0 A 4砂 層 紡 錘 車

器　 径 ※5．7

大 型 の 紡 錘 車 で 全 体 の 3 分 の 2 を 欠 損 す る 。器　 高 ※0．7

最大径 0・8

1 8 ・1 1 A 4 水 注 口 部

口　 径 0．7

注 口 の 長 さ 3 c m器　 高

最大径

1 8 ・1 2 A 3 壷 ？ 口 縁 部

口　 径 ※2 5
短 い 外 反 す る 口 緑 部 が 「く 」 の 字 形 に 屈 折 し、 頸 部 で

逆 「く」 の 字 形 に 強 く 屈 折 す る °
器　 高

最大径

1 8 ・1 3
A 5 秒 ～ 泥

炭 層
／甕 鹿 部 欠

口　 径 ※1 7
口縁 部 は 「く 」の 字 形 に 屈 折 す る が 、や や 内 題 し 、口 唇 部

が 肥 厚 す る 。胴 上 部 に 1 条 の 洗 練 が 巡 ．る 。器 壁 簿 手
株　 高

最大径

1 8 ・1 4 A 2 ・3 p it 内 高 塚 坪 部

口　 径 ※2 4
埠 部 は や や 外 反 し な が ら ゆ る や か に 伸 び る 。 断 面 は 、

口縁 部 先 端 に 近 い 程 薄 い °
券　 高

最大径

Ph．1　無頸壷出土状態（第III地点）
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4・各地点の調査

（※ は復 元値 、 単 位 ・：cm ）

手法の特徴 胎土 ・焼成 色　　　 調 備　　　 考 写 ・真

口縁部横ナデ　 胴 上部外面縦の刷毛 目
（刷毛の単位2 ．5cm ） ．胴上部内面ナデ

砂粒を含む　 良好 赤褐色

外面縦の刷毛目　 内面ナデ 砂粒を多量に含む　 良好 赤褐色

外面へラ研磨 石英、長石粒を少量含む
良好

漆男色 ．

石英、長石粒を少量含む
良好

黄土色

外面刷毛調整後、ヘラで磨いている。 精良　 良好 白暗黄土色
破片がわずかなの
で器形がやや疑問

ロ縁部刷毛ナデ　 胴部外面斜めの刷毛目
砂粒 を含む　 良好　 堅緻 外面 茶褐色 口縁部、鹿部外面

Fig．19－1の後、横の刷毛 目　 胴部内面へラ削り 内面 暗褐色 に煤付着

調整痕不明 砂粒 を少量含む ．不良
外面 黄土色
内面 ．茶褐色

横ナデ 砂粒 を少量含む　 良好 灰茶色

砂粒 を含む　 良好 黒褐色 Fig・19－4

つけ根部指の押圧 砂粒 を含む　 普通 黒褐色 Fig．19－3

外面へラ研磨　 内面指の押圧とヘラ研磨 細砂粒を含む　 良好　 堅緻 外面 赤褐色
内面 茶褐色 内、外面煤付着

口縁部横ナデ　 胴上部外面斜めと縦の刷
毛 目　 胴上部内面へラ削り 細砂粒を少量含む　 良好 灰茶色 外面煤付着

内 ．外面へラ削り 細砂粒を少量含む　 良好 明茶褐色

Ph．2　木器出土状態（第III地点）
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（3）第111地点の調査

（3）第111地点の調査

第1II地点の土層図説明

Sectionl（A－5、Aー6グリット，Fig・20）

1　灰褐色土層（耕作土）。　2　黄褐色粘質土層（水田床土）。

3　茶褐色土層

4　黒色混砂土層

5　混砂泥炭層

6　黒色混土砂層

7　黒色粘質土層

8　砂　　礫　　層

9　灰　色　砂　層

10　純　　砂　　層

11青灰色土層

12　青灰色混砂土層

鉄分を含んだ褐色土層。

砂を含む粘性土層。

石英小砂を含む水質黒色土層。

黒色土混入粘性灰色砂層。

所謂、泥炭層。

径2－5cmの礫少量を含む粗粒子砂層。

粘性が少々有る粗い粒子の濃灰色砂層。

堆積が疎な灰白色砂層°

堆積が疎な粘性土層。

堆積が密で、粒子が細かい砂を含む。粘性土層。

Section2（Bトレンチ・B－5グリット北壁，Fig・20）

1　灰褐色土層（耕作土）　2　黄褐色粘質土層（水田床土）　3　黄褐色土層

4　砂　　礫　　層

6　砂　　　　　層

7　砂　　　　　層

8　砂　　礫　　層

9　青灰色土層

10　黒色粘質土層

11砂　　　　　層

12　灰青色土層

13　砂　　　　　層

14　砂　　礫　　層

15　砂　　　　　層

黒褐色の粘土を水平に含み、径2－3cmの磯を混入する砂層。　5　黒色土層。

しまりのあるややきめの細かい砂層。

6層と同質の鉄分沈殿砂層。

3－5cm前後の礫を多量に含む、しまりある粗砂層。

上部の方が粘質が強いしまりのない土層。

粗砂や極細白砂をブロック状に含む粘性土層。

泥炭を含む極細砂層で溝の覆土層。

第9層に酷似した層で強粘性土層。

鉄分を含む粗砂層°

径5－6cmの礫を含む青灰色砂礫層。
（

しまりのない灰白色粗砂層°

Section3（C－5，C－6グリット南壁，Fig．20）

1灰褐色土層（耕作土）。2　黄褐色粘質土層（水田床土）。3　茶褐色土層（第2層沈殿層）。

4　暗褐色粘質土層（第3層の沈殿層）。5　黒灰色混砂粘質土層　ブロック状に白砂含む。流木

あり。

6　黒色粘質土層　粘性が強い。

7　日　色　砂　層　泥炭層を挟む砂層。

8　暗灰色砂層　粘質が強い。

9　黒灰色粘質混砂粘質土層　ブロック状の砂が見える。

10　黒色粘質土層　粘性が強い。

11灰色混砂粘質土層　自色砂と粘質黒色土の混合層。

12　礫　　　　　層　有機物が混入した、花崗岩風化礫層。

13　秒　　　　　層

14　時灰色砂礫層　弥生時代前期末から中期初頭の土器片と流木を多量に含む。

15　黒色粘質土層　流木など有機物を多く含む泥炭層。
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（3）第1II地点の調査

①　調査の概要（Fig・20）
第III地点の調査区選定は第11地点と同じく水田の歴史的痕跡探求にある。

東部の台地が西へ舌状に張り出して緩やかに傾斜しながら低湿地の下に潜入している状態が見られる。西

部は、自然流水の氾濫による砂及び砂礫層の堆積による微砂丘の状態が南北に長く形成される。東部の台地

と西部の南北に長い微砂丘に挟まれた状態で黒色泥炭が堆積している。この黒色泥炭が弥生時代の水田関係

の文化層である。

南北に長い黒色泥炭層では、多方位の杭列が検出されている。東部台地に沿って台地と平行に設けられた

もの（C－5区CsectiOn）、それと南北の泥炭面を寸断するかのように設けられたもの（Bー5．6区Bsec－

tion）。意図するところが配水にあるのか土留めにあるのかは窺い知れないが、水田を意識したものであろ

うことは想像に難くない。BsectionとCsectionの西側が弥生時代中期の土器溜りである。B－5区Asection

の杭列は台地上を東西に流れ、低湿地へと向かうが、表土耕作土に近く現代に近い時期か、中世に営なまれ

たかの判断は難かしい。

南北に長い黒色泥炭部分を自然の小河川とみるか、人為的水路とみるか判断の分れるところであるが、土

器溜りの状態は生産関係と見るより生活密着型の券種がそろっている。生産関係と把接される土器は口縁両

端2孔穿孔の蓋付壷形土器があり、農耕生産用具としては木製農耕具が数点出土している。

いずれにしても杭列と土器や農耕具の出土状態は住居地域と水田に隣接した南北流水の小河川を想起させ

る。

②　出土遺物

弥生式土器　胴部上半に最大径をもち、内題した胴上端より外反する口縁を有するもの、さらに外反する
甕形土器　口綾部の口唇の下端に刻目を有するものがある°また直立した胴上端を平坦に保ち断面三角形

の突帯で口縁部を形成するものがある。前者は板付II式土券の特徴を備え、後者は城ノ越式の
様式を示している°前者、後者とも口唇部及び胴部上半部に回らした突帯に刻目を施されるが
各型式の様式要素の範噂であって、各型式を逸脱した技法ではない。

鉢　形　土　器　鹿部より斜上方に持ち上がった同部上端より外反する口縁部を有つものと、持ち上がった同
部上端を口唇部となし舌状の断面を有するものがあって、板付II式土器の様式要素を備えてい
るものがある。少数ではあるが、持ち上げられた胴部上端が平坦に整形されたものがあり、城
ノ越式土器の領域に入る。

童　形　土　器　胴部と頸部との接合部に断面三角形の突帯をめぐらし、やや外反した頸部に、さらに外反す
る口縁部をもつもの、袋状の口縁部をもつもの、頸部上端をそのまま口縁部とするもの、外反
する口縁部の内面に粘土を張り付け平坦な面を整形するものとがある。城ノ越式土器の様式の
範噂に入るものである。

無頸童形土器　無頸壷形土器と蓋形土器は、両者口縁部端、及び裾部にそれぞれ穿たれた2孔をもっている
と童形土器　ところから製作段階から両者の組み合わせが意図されたものと考えられる°

壷形土器は天井部を緩やかな丸味で保ち、裾部の両端にそれぞれ2個ずつ計4個の穿孔をも
つのが形態的特徴である。整形手法は、外面を刷毛で調整の後、丁寧な箆磨き、さらに箆によ
る編笠風の暗文仕上げ、内面を刷毛による調整の後指による撫でが行なわれている°　また穿孔
は調整前に、外から内側に行なわれている。胎土を見ると砂粒、雲母長石粒などを含み堅緻な
印象を与え、焼成はいたって良好である。色調は暗茶褐色ないしは暗黄土色といろいろあって、
見る人によって複雑な印象をもたせるようである。また数は少ないが丹塗りのものもある°
無頸壷形土器は球形胴部上端に外反する舌状口唇をもつ口縁部を備えている。鹿部は中央部
がやや内側に窪んだ上げ底である。口縁部の両端にそれぞれ2孔の穿孔がある°調整の手法は
口縁部外面及び胴上部外面は横方向の箆研磨、胴下部外面は縦の箆研磨、口綾部内面は箆削、
胴部内面は指撫でと箆削りの併用がみられる°胎土は砂粒子を混入させ堅緻さを保ち焼成はい
たって良好。色調は淡赤褐色を中心に黄土色、茶褐色などがみられ、丹塗りも若干存在する。
様式要素からみて、板付II式土器の要素を保ちながら鹿部の上げ底など城ノ越式土器の要素
を加えているところから城ノ越式土器に比定される°
蓋形土器と無頸壷形土器は他の券種に比較して多量である。稲の種籾の貯蔵や保存の目的が
この土器群に考えられないだろうか。

古　墳　時　代
以　　　　後

出土量はきわめて少ない。
高杯の脚部の土師器と須恵券の碗などがある

古代中世の土師器系の高台付杯や糸切り平底の皿なども若干みられる。

弥生時代の　杭を観察すると原木をそのまま杭に転したものが多い。原木を割って杭とするものと矢板状
木　　　　器　に加工してあるものは数としては少数である。

木製鍬は樫状の樹木を加工したものと可視的に把握される。三又鍬などは62－64センチメー

トルの長さを保ち、厚さは2センチメートルの薄さである。大変緻密な技術を示している。そ
の他にはスプーン状に加工したものもある°

加工木器の年代は伴う土器型式が城ノ越式土器であるところから弥生時代中期初頭に比定さ
れる。

本遺跡出土の木器は保存管理の未整備から、現存するものはない。記してお詫び申し上げる°
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（3）第111地点の調査

T a b ． 3　 第 I I I地 点 土 器 観 察 表

0 品 号
出 土 地 点 品 種 ．晶 部 ． 法　　　 量 形 ・態 の 特 徴

2 5 ・ 1 B 5 秒 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※・30 口 縁 部 外 反 し、 ロ 縁 瑞 に 刻 目 突 帯 、 口 縁 下 に 強 い 横 ナ

デ に よ り稜 が で き．る ° 胴 は 張 ら な い 。
器　 高
最大径

2 5 ． 2 B 6 疹 層 甕 目 線 部
口　 径 ※27 ．5

口縁 端 に 刻 み 目 が は い る 。胴 部 に も刻 目 突 轟 が 1条 巡 る °器　 高
最大径

2 5 ． 3 B 5 秒 層 甕 ．口 綾 部
口　 径 ※24 や や 外 傾 気 味 の 口 縁 端 に 刻 目 が つ け ら れ て い る ° 胴 由

に も 刻 目 突 帯 が 1 条 巡 る 。
器　 高
最大径

2 5 ・ 4 B 5 ・6 秒 層 甕 白 線 部
口　 径 ※22 ほ ぼ 直 立 し た 口 縁 端 に 刻 目 が つ け ら れ る ° 胴 部 に も 刻

目 突 帯 が 1 条 巡 る 。
器　 高 　　　　　　 ・
最大径

．．2 5 ． 5 B 5 ．6 秒 層 甕 口 緑 部
口　 径 ※22 口 綾 部 外 反 し、 ロ 縁 上 面 は 平 坦 、 口 縁 端 に 刻 目 、 胸 部 ．

に 刻 目 突 帯 が 1 条 巡 る 。
器　 高
最大径

2 5 ． 6 B 5 ・6 秒 層 甕 ．口 綾 部
口　 径 ※26 ．6 口 縁 部 外 反 し、 口 縁 端 に 刻 目 、 胴 部 に 鋭 い 涜 線 が 1．条

巡 る 。
券　 高
最大径

2 5 ．・ ．7 B 5 ・6 砂 層 甕 口 綾 部
口　 径 ※2 1

ほ ぼ 直 立 す る 口 緑 瑞 の 外 側 に 短 い 張 り 出 し部 を 作 る 。券　 高
最大径

2 5 ・ 8 ．B 5 ・6 秒 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※23 や や 内 傾 す る 逆 「L 」 字 形 日 録 、 外 側 へ の 張 り 出 ．し ．が

弱 い 。
農　 高 ・　　　　　　 ／・
最大径

2 5 ・ 9 ．． B 5 ・6 秒 層 甕 目 線 部
口　 径 ※2 4 上 面 が 丸 味 を もつ 逆 「L 」 字 形 口 緑 、 外 側 へ の 張 り 出

し が 弱 い 。
券　 高
最大径

2 5 ・1 0 ． B 5 ・6 砂 層 甕 口 緑 部
口　 径 ※2 1．4

断 面 三 角 形 の 口 緑 、 口縁 端 に 細 か く無 秩 序 に 刻 目 。器　 高 ．　　　　　　 ・
最 大径

2 5 ・1 1 B 5 ・6 秒 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※2 4

断 面 三 角 形 の 口 縁 、 ロ 縁 瑞 に 刻 目 、 口 縁 上 面 は 平 坦 ．昔　 高
・　－最大径

2 5 ．1 2 B 6 砂 層 甕 口 綾 部

／

口　 径 ※19 ．4
逆 「L 」字 形 口縁 、口 縁 端 に 刻 目 、胴 部 に 沈 線 が 1 条 巡 る 。暮　 高

最 大径

2 5 ・1 3 B 5泥 炭 層 鉢 鹿 部 欠
口　 径 ※2 4・2

逆 「L 」 字 形 口 緑 か ら や や 胴 が 張 り 、 鹿 部 へ 至 る 。券　 高
最 大径

2 5 ・1 4 B 5 ・6 砂 層 鉢 口 綾 部
口　 径 ※2 5

逆 「L 」 字 形 口 縁 か ら ゆ る や か に カ ー ブ し て す ぼ ま る 。器　 高
最 大径

2 5 ・1 5 B 5 ・6 砂 層 鉢 口 績 部
口　 径 ※1 8 逆 「L 」 字 形 口線 か ら ゆ る や か に カ ー ブ し て す ぼ ま・る 。

1 4 程 外 側 の 張 り 出 し が 強 く な い °
券　 高
最大径

2 6 ・ 1 B C 砂 層 甕
口　 径 2 8．6 「く」 の 字 口 緑 、 胴 中 位 で や や ふ く ら み 、 鹿 部 へ す ぼ

ま る 。 鹿 部 や や あ げ 底 °
愚　 高 3 1．4
最大径

2 6 ． 2 B C 砂 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※2 4．4

「く」 の 字 口 緑券　 高
最大径

2 6 ． 3 B C 砂 層 甕 由 縁 部
口　 径 ※2 4．8

「く」 の 字 口 緑 に 近 く、 先 端 が は ね 上 り気 味 ／器　 高
最大径

2 6 ．．4 B C 砂 層 甕 口 綾 部
口　 径 ※2 1．2
券　 高
最大径

2 6 ・ 5 B C 砂 層 甕 亘 綾 部
口　 径 ※2 1．2
券　 高
最大径

2 6 ・ 6 B C 砂 層 甕 口 緑 部
口　 径 嬢2 1．7

逆 「L 」 字 口 縁券　 高
最大径

2 6 ．・ 7 B C 砂 層 甕 口 緑 部
口　 径 ※17・6 口 縁 は 逆 ／「L 」 字 形 を 呈 す が 、 内 側 張 り 出 し が 強 く．、

口 緑 は や や 下 が り気 味 °
器　 高
最大径

2 6 ・ 8 B C 砂 層 ．甕 鹿 部 欠 1
・口　 径 2 1．9

「く」 の 字 口 緑 で 、 胴 が 張 り、 胴 中 位 で 最 大 径 を 呈 す °器　 高
最大径 2 5．8

2 6 ・ 9 B C 砂 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※3 0

「く」 の 字 口緑 で 、 先 端 が 肥 厚 す る 。器　 高
・最大径

2 6 ．1 0 B C 砂 層 甕 口 綾 部
口　 径 ※2 9・2

「く」 の 字 口緑 で 、 先 端 が や や は ね 上 る 。器　 高
最大径 ．　　　　　　 ・

2 6 ・1 1 B C 砂 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※3 1．2

「く」 の 字 口緑 で 、 先 端 が 肥 厚 す る 。器　 高
最大径

2 6 ・1 2 B C 砂 層 甕 口 綾 部 ・
口　 径 ※1 8・5

「く」 の 字 口縁 だ が 、 上 端 は 平 坦 た 近 い 。暮　 高
最大径

2 7 ・ 1 B C 砂 層 甕 口 綾 部
口　 径 ※3 7．4．

「く」 の 字 口縁器　 高
最大径

2 7 ． 2 B C 砂 層 甕 口 縁 部
口　 径 ※2 4．4 「く」 の 字 口縁 で 、 口 緑 上 端 が 凹 み 、 先 端 が 肥 厚 し若

干 は ね 上 り 気 味 。
券　 高
最大径

2 7 ．・ 3 B C 砂 層 鉢
口　 径 2 8．5

日 録 部 は 、 「く」 の 字 形 に 屈 折 し 、・先 端 が 肥 厚 す る °券　 高 1 6．8
最大径

2 7 ・ 4 B C 砂 層 ・ 鉢 鹿 部 欠 失
口　 径 1 7・8 白 線 部 は 、 「．く」 の 字 形 に 屈 折 し、 外 側 へ の 張 り 出 し

が 強 い 。
器　 高
最大径

2 7 ． 5 B C 砂 層 鉢
口　 径 12・2 小 型 の 鉢 、 口綾 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 し 、 ゆ る や か

に カ ー ブ し て 鹿 部 へ 至 る 。
券　 高 6・2
最大径

2 7 1 6

2 7 ・ 7

2 7 ・ 8

B C 砂 層 ／

B C 砂 層

B C 砂 層

鉢

鉢

鉢

口　 径
器　 高
最大径
口　 径
券　 高
最大径
口　 径
券　 高
最大径

2 3．4
14．4

2 0．8
1

1．8・5
10．5

口 緑 部 は 「く 」 の 字 形 に 屈 折 し 、 上 端 が 丸 味 を も つ 、

胴 部 は や や 直 線 的 に す ぼ ま り鹿 部 へ 至 る 。

短 く外 反 し た 口緑 か ら ゆ る や か に カ ー ブ し て 鹿 部 へ 至

る °　鹿 部 瑞 が 肥 厚 。

口 綾 部 は 「く 」 の 字 形 に 屈 折 し 、 ．先 端 が や や は ね 上 り

気 味 。
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4．各地点の調査

（※ は復 元 値 、 単 位 ：cm ）

手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色　 ．明 備　　　 考 写 貴．

調整痕不明 砂粒を多量に含む ．良好 外面 暗こげ茶色
内面 暗茶色 磨滅著 しい

横ナデ 砂粒を含む　 良好 黄褐色

調整痕不明 砂粒を含む ．良好 暗奈褐色

横ナデ 砂嘘を含む　 良好 ． 灰褐色 外面媒付着

横ナデ 砂粒を含む　 良好 灰褐色

調整痕不明 砂粒を含む　 良好 黄褐色

外面横ナデと粗い刷毛目 砂粒を含む　 良好 こげ謡

口．縁部横ナデ　 外面縦め刷毛目　 内面ナ
砂粒を含む　 良好 外面 黒褐色

デ 内面 黄褐色

口綾部横ナデ　 外面縦の刷毛目　 内面ナ
デ 砂粒を含む 1良好 黒褐色

横ナデ 石英、長石粒を多量に含む
良好 ． 暗こげ茶色 鉄分付着

横ナデ 砂粒を含む　 良好 暗褐色

外面刷毛 目 砂粒を多 く含む　 良好
外面 薄茶色
内面 黒褐色

口緑部横ナデ　 外面へラ削り． 砂粒を含む　 普通 灰褐色

横ナデ 砂粒を含む　 良好 淡茶灰色

．調整痕不明 砂粒を含申　 良好 暗茶褐色 磨滅著 しい

外面縦のヘラみが き ．鹿部外面横のヘラ
みがき　 口緑部と内面へラ削り 良好　 堅緻 黒褐色 内、外面煤付着 ・ Fig．28－1

調整痕不明 石粒を多量に含む　 普通 明黄灰褐色 券面剥離著 しい

横ナデ ・ 普通 暗青灰色 磨滅著 しい

横ナデ　 ロ緑部 くびれ部直下享り縦方向
の不明瞭な刷毛 目

普通 暗黄灰色

口縁部内面横の刷毛目． 口縁部外両横ナデ 石粒を少量含む　 良好
外面 明黄白褐色
内面 暗黄灰自褐色 丹塗（？）の痕あり

内、外面共横ナデ 石粒を多量に含む　 良好 暗灰褐色 丹塗（？）の痕あり

丁寧な横ナヂ 石英粒を少量含む　 堅緻 暗灰褐色 薄手、端正な成形

口唇部へラみがさ．口縁内部刷毛目　 胴
部外面刷毛目 砂粒を含む　 良好

外面 黒褐色
内面 暗褐色 外面煤付着 Fig．28－5

外面刷毛目　 内面指ナデ 石英粒を含む　 良好 黄褐色 ．

外面横ナデと刷毛 目 石粒 を含む　 良好 淡黄褐色． くびれ部に刺突痕

一外面刷毛目 石英粒を含む ．良好 灰黄色

外面横ナデと．刷毛 目の後ナデ　 内面ナデ 石粒 を多量に含む　 良好 暗灰褐色

ヘラ削り後、療ナデ 砂粒を含む　 良好 黄彿色

横ナデ 良好
外面 黄灰白色
内．商 略黄灰白色 磨滅が著 しい

’ロ綾部刷毛ナデ　 外面へラみがき 小石を少量含む－　良好 外面 赤褐色
内面 灰褐色 Fig．28－2

外面刷毛横ナデ と刷毛目　 内面指ナデ 砂粒を含む　 良好 明灰褐色 Fig．28－3

内面指圧後、縦の刷毛ナデ　 胴部外面へ

．ラ先端による縦の削 り 1
砂粒多く含む ．普通 灰褐色 外面煤付着 Fig．28－4

ロ綾部へラみが き／外面刷毛目　 内面へ
石粒を少量．含む　 良好

外面 暗褐色
Fig．28－6ラ削り 内面 黒褐色

口緑部外面へラみがき　一胴．部外面縦の刷
毛目 ．内面刷毛ナデ、ヘラみが華。 小石を少量含む　 良好 外面 赤褐色

内面 茶褐色 外面煤付着 FiG ・28－7

外面調整痕不明　 内面刷毛横ナデとヘラ．
斜削り 不良 黒褐色 外面剥落著しい FiG ・28－8
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（3）第111地点の調査

T a b ． 4 ． 第 ⅠⅠⅠ地 点 出 土 土 器 観 察 表

図 法 号 出 土 地 点 器 種 ・晶 部 ． 法　　　 量 形 態 の 特 徴

2 9 ． 1 B C 砂 層 て量ナ宝E

口　 径 17．2 内 側 に 琴 曲 し た い わ ゆ る 袋 状 口 緑 で 、 頚 部 は や や す ぼ

ま り胴 部 が 大 き く 張 る ° 頸 部 付 け 根 部 に 1 条 、 胴 中 位

に 2 条 の 三 角 突 帯 を 有 す る 。　 や や あ げ 底

器　 高 40．6

最大径 31．6

2 9 ・ 2 B C 砂 層 ． 壷　 口 縁 部 欠 失

底　 径 9．5 胴 部 は 大 き く 丸 み を も っ て 張 る 。 頸 部 付 け 根 部 に 、1 条

の 三 角 突 帯 、 胴 中 位 に 断 面 三 角 と 台 形 の 突 帯 を 各 1 条
有 す 。 鹿 部 や や あ げ 底 。

器　 高

最大径 31．．5

2 9 ． 3 B C 砂 層 壷　 口 縁 部

口　 径 ※21

口 縁 は 「鋤 」 状 を 呈 し 、 口 線 外 端 は 下 が る 。器　 高

最大径

2 9 ． 4 B C 砂 層 壷　 口 緑 部

ロ ．径 ※2 6．7

日 録 は 「鋤 」 状 を 呈 し 、 口線 外 端 は や や は ね 上 り気 味 。器　 高

最大径

2 9 ・ 5 B C 砂 層 壷 ． 胴 部

口　 径
胴 部 は 大 き く 丸 み を も っ て 張 る ° 頸 部 付 け 根 部 に 1 条

の 三 角 突 帯 を 有 す る 。
券　 高

最大径

2 9 ・ 6 B C 砂 層 壷

口　 径 14 ロ 縁 部 は わ ず か に 外 反 す る が ほ ぼ 直 立 に 近 く、 先 端 部

は 肥 厚 す る 。 頸 部 付 け 根 部 に 1 条 の 三 角 突 帯 を 有 す る 。

胴 部 は 丸 み を も っ て 張 る 。 わ ず か に あ げ 底 。

器　 高 2 2．8

最大径 2 0・5

3 0 ．・ 1 B C 砂 層 壷　 口 績 部 欠

底　 径 10－2
胴 中 位 よ り や や 上 に 、 断 面 台 形 の 突 背 ，2 ．条 、 胴 上 部 で

大 き く張 っ て 平 底 の 鹿 部 へ 至 る °
券　 高

最大径 38

3 0 ． 2 B C 砂 層 壷　 口 縁 部 欠

底　 径 8 ．2
胴 上 部 に 断 面 台 形 と 三 角 形 の 突 帯 各 1 条 － 胴 部 昼 球 状

に 張 っ て や や あ げ 底 の 鹿 部 へ 至 る 。
器　 高

最大径 3 2

3 0 ／． 3 B C 砂 層 壷　 鹿 部 欠

口　 径 ※15．1

や や 外 反 し た 短 い ロ 縁 か ら 球 形 の 胴 部 に 至 る °券　 高 蕪15・2

最大径 ※2 1・0

3 0 ・ 4 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※2 4・3

胴 部 に 断 面 台 形 の 突 帯 が 1 条 巡 る 。暮　 高

最大径

3 0 ・ 5 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 16．0

丸 く お さ め た 口 縁 よ り そ の ま ま す ぼ ま る °器　 高

最大径

3 0 ・ 6 B C 砂 層 ． 鉢

口　 径 ※16・0
同 上器　 高 ※10．3

最大径 ※16．7

3 0 ． 7 B C 砂 層 鉢 ．

口　 径 ※16．8
同 上器　 高 11．8

最大径

3 1 ・ 1 B 5 壷　 口 縁 部 ．

口　 径 ※2 4．9
日 録 部 は 大 き く 外 へ 屈 折 す る 。 頸 部 付 け 根 部 に 1 条 の

三 角 突 帯 が 巡 る 。
券　 高

最大径

3 1 ． 2 B 串 壷　 口 縁 部

口　 径 ※2 0．8 頚 部 か ら 口 綾 部 は 境 界 な く 単 純 に 外 反 し 、．口 唇 部 が や

や 内 題 す る 。 上 端 が 沈 線 状 に 凹 む 。 頚 部 付 け 根 部 に ．1
条 の 三 角 突 帯 が 巡 る 。

器　 高

最大径

3 1 ． 3 B 5 壷　 口 縁 部

口　 径 ※2 5

「鋤 」 状 口 縁 で 、 外 瑞 が や や 下 が る 。器　 高

最大径

3 1 ・ 4 B 5 砂 層 壷　 頸 部

口　 径

頸 部 付 け 根 部 に 1 条 の 三 角 突 帯 が 巡 る °器　 高

最 大径

3 1 ． 5・ B 6 砂 層 蓋

口　 径 9・8
天 井 部 は な だ ら か に 丸 味 を も つ 。 裾 部 の 片 側 に 2 個 一

計 4 個 の 穿 孔 あ り 。
券　 高 1・2

最 大径

3 1 ． 6 B 6 砂 層 蓋

口　 径 11．2

同 上器　 高 1．7

最 大径

．3 1 ． 7 8 5 砂 層 （無 頸 ） 壷 ．

口　 径 ※12・4

「く」 の 字 口縁 、 平 底 、 穿 孔 は 現 存 1 個 。器　 高 11

最 大径 1 5．6 ．

3 1 ． 8 B ．5 秒 層 蓋

口　 径 1 3・6

傾 斜 が や や 急 で 、 深 み を もつ 。 穿 孔 は 現 存 2 個 °器．高 3．2

最 大径

3 1 ・ 9 B 5 （無 頸 ） 壷

口　 径 15・3～1 6．1
「く」 の 字 口縁 、 や や あ げ 底 。 口 緑 部 の 片 側 に 2 個 、

計 4 個 の 穿 孔 あ ．り 。器　 高 1 7．8

最 大径 2 0．7

3 1 ・1 0 B 5 ・6 秒 層 蓋

口　 径 1 4．9

裾 部 の 片 側 ．に 2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 あ り°器　 高 2．8

最 大径

3 1 ・1 1 B 5 秒 層 （無 頸 ） 壷

口　 径 1 5．4
「く」 の 字 口緑 、 穿 孔 は 現 存 2．個 。 本 来 対 で 4 個 あ っ

た と思 わ れ る °
券　 高 1 6

最大径 2 0．5
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4・各地点の調査

（※ は復 元 値 、 単 位 ：cm ）

手法の特徴 胎土 ・．焼成 色．　　 調 備　　　 考 写 真

口綾部指横ナデ ・頸部縦の刷毛目 ．突帯
部横ナデ　 胴部刷毛 目績、ヘラ削り 石英粒 を多量に含む　 良好 1明褐色 黒堆あ り Fig．41－2

月岡部外面クシたてナテタの若干のヘラ削り。
ヨ頃部外面へラ横みカゞ き。頚部内面へラ削
り、月何部内面刷毛 ナテ㌔　鹿部内面才旨の才甲
圧とヘラ肯けり°

良好 明茶褐色 ．黒堆あ り Fig．41－1

横ナデ° 砂粒 を含む　 粗　 良好 黄灰色

口綾部横ナデ。頸部外面へラナデ後、指
ナデ°

細砂粒 を含む　 密　 良好 暗灰黒色

突帯部と胴上部内面ナデ。胴上部外面縦
の丁寧な刷毛目

砂粒 を含む　 良好 こげ茶色

外面へラみが き。内面へラみがきと指ナ
デ

砂粒 を含む　 良好 ・堅緻 灰褐色 Fig．4ト3

外面縦の刷毛目、突帯部横ナデ。鹿部内
長野 黒褐色

外底に植物の圧痕
面指ナデ調整 あり

．外面へラみがきの後、刷毛ナデ。内面指
石粒 を含む　 堅緻 外面 茶褐色 外面煤付着　 突帯

Fig．42－6ナデ後、ヘラみかき。 内面 黒褐色 ． 部丹塗 り

口緑部内、外面刷毛横ナデ0 胴部外面へ
ラ先端もしくは桶様の・もので斜削り°

砂粒 を含む　 普通 灰褐色 Fig．42－4

口縁上端へラみかき。外面縦の刷毛目。
良．好 外面 ′黒褐色

Fig．42－5内面へラ削 り後、ヘラみがさ。 内面 暗褐色

口縁部内、外面刷毛横ナデ。胴部外面へ
ラ先端による縦の削 り。

普通 ． 彿褐色
Fig．42－1

口唇部刷毛横ナデ。外面刷毛横ナデ後、
楠たてナデ。内面刷毛ナデ、指圧。 良好 茶褐色 Fig．42－2

口縁部外面へら削 り、胴部外面刷毛療ナ
砂粒 を含む ．良好 外面 明茶褐色 外面煤付着 Fig．42－3

・
内面 灰褐色

口縁部、頸部、突帯部横ナデ。胴上部内
面へラ削りの後、・横ナデ° 精良　 良好 ．堅緻 明褐色 Fig・43－1

外面横ナデ。内面刷毛目調整の後、横ナデ。 精良　 良好 外面 明褐色
内面 暗褐色 Fig・43l2

ナデ。 精良　 良好 明裾．色 Fig．43－3

外面へラみがきと梼ナデ。 長石、石英粒を含む　 良好 土げ茶

外面刷毛目調整の後、ヘラみがき。内面
刷毛 目調整の後、指ナデ。穿孔は焼成前
に外から内へ穿つ。

砂粒 を多量に含む　 良好 暗線黄土色 Fig．43－4

外面へラ削 りの後，ヘラみがきで暗文仕
上げ。口績部績ナデ。内面指ナデ。 雲母、長石粒含有　 良好 内面暗淡茶色 丹塗 り Fig．43－6

口縁部外面、胴上部外面横のヘラ研磨°
胴下部外面縦のヘ ラ研磨°　口縁部内面へ
ラ削 り、胴部内面指ナデ後、ヘラ削．り°

Fig．43－8

外面へラ削 り．の後、ヘラみがきで暗文仕
上げ。内面横ナデ、．穿孔は焼成前 砂粒 を含む 内面淡茶色 丹塗 り Fig．43－5

口縁部横の刷毛ナデ°鹿部外面縦の刷毛
ナデ°．胴上部内面指ナデ、胴下部内面刷
毛 目

精良　 良好 ・堅緻 外面淡赤褐色
内面茶褐色　底黒褐色

外底に布と拇紋痕
あり

外面へラ削 りの後、ヘラみがきで暗文仕
上げ。内面横ナテP。 砂粒 を含む 内面明黄土色 丹塗 り Fig．43l7

口緑部へラ削 り。胴上部外面横のヘラ研
磨。胴下部外面縦のヘラ研磨。胴部内面
指ナデ。

砂粒 を少量含む 暗黄土色 丹塗 り？ Fig．43－9
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（3）第ⅠⅠⅠ地点の調査

T a b ． 4　 第 II I地 点 出 土 車 券 観 察 表 ．

F密，
図 面番 号

出 土 地 点 器 種 ．・1．品 部 法　　　 量 形 態 の 特 徴

3 2 ． 1 ．B C 砂 層 ） 蓋 ・

口　 径 1．6・3
天 井 部 が ほ ぼ 平 坦 で あ る 。深 み は あ ま り な い 。穿 孔 は 対

に な っ て い る と 思 わ れ る が 、残 存 部 に は み ら れ な い 。
器　 高 1．7

最大径

3 2 ・ 2 ． B C 砂 層 （無 頸 ）壷

口　 径 15
「く」 の 字 口緑 。 胴 中 位 に 断 面 台 形 の 突 帯 が 1 条 巡 る 。

口 綾 部 の 片 側 に 1 個 、 片 側 に 2 個 の 穿 孔 あ り、 あ げ 底 。
器　 高 18．5

最大径 2 0．5

3 2 ・ 3 B C 砂 層 蓋

口　 径 14．2
天 井 部 は な だ ら か に 丸 味 を も ち 、 深 み は あ ま り な い 。

片 側 に 2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 が あ り ひ も ず れ し て い る 。
器　 高 1．7

最大径

3 2 ・ 4 B C 砂 層 （無 頸 ）壷

口　 径 13．7
「く」 の 字 口緑 、 外 側 の 張 り 出 し が 弱 い 。一口 緑 部 の 片

側 に 2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 あ り°
器　 高 11．9

最大径 15．7

3 2 ・ 5 B C 砂 層 蓋

口　 径 13．4
天 井 部 に 平 坦 面 を も ち 、 深 み は あ ま り な い ° 片 側 に 2

個 、 計 4 個 の 穿 孔 が あ っ た と 思 わ れ る 。
器　 一高 1．9

最大径

3 2 ． 6 B ．C 砂 層 （無 頸 ）壷

口　 径 13．4
「く」 の 字 口緑 、 片 側 に 2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 が あ り ひ

もず れ し て い る 。器　 高 12．7

最大径 17．5

3 2 ． 7 B C 砂 層 蓋

口　 径 ※15．9 天 井 部 は な だ ら か に 丸 味 を も ち 、や や 深 み が あ る 。片 側

に 2 個 、計 4 個 の 穿 孔 が あ っ た と 思 わ れ る 。ひ も ず れ し

て い る 。

器　 高 3 ．2

最大径

3 2 ． 8 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 鹿 部 欠 失

口　 径 15．8

「く 」の 字 口 緑 、口 縁 部 の 片 側 に 2 個 、計 4 個 の ．穿 孔 あ り 。器　 高

最 大径 18．7

3 2 ．・ 9 B C 砂 層 蓋

口　 径 淡1 5．4
天 井 部 は な だ ら か に 丸 味 を も つ 。 穿 孔 は 魂 存 1 個 5誅　 高 2．9

最大径

3 2 ． 1 0 B C 砂 層 （無 頸 ）壷

口　 径 14・8

「く 」の 字 口 緑 、口 綾 部 の 片 側 に 2 個 、計 4 個 の 穿 孔 あ ．り 。器　 高 13．7

最大径 18．8

3 2 ・ 1 1 B C 砂 層 蓋

口　 径 13．4
天 井 部 は な だ ら か に 丸 味 を もつ ° 天 井 部 ．の 器 壁 が 厚 い 。

穿 孔 は 現 存 1 個 だ が 、 2 個 ず つ 1 対 あ っ た と 思 わ れ る °
券　 高 2 ．9

最大径

3 2 ・ 1 2 B C 砂 層 （無 頸 ）壷 ．

口　 径 1 2．7
「く」 の 字 口 線 、 や や あ げ 底 。 口 緑 部 の 片 側 に 2 個 、

計 4 個 の 穿 孔 あ り 。
器　 高 1 7・5

昂大径 1 6－4

3 3 ・ 1 B C 砂 層 ．（無 頸 ）壷

口　 径 1 5．6
「く」 の 字 口 縁 。 鹿 部 は や や あ げ 底 。 ．口 師 部 の 片 側 に

2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 あ り 。
株　 高 1 6．5－1 7．7

最大径 2 0．7

3 3 ．． 2 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 鹿 部 欠 失

口　 径 1 5－3

「く」 の 字 口 緑 、 穿 孔 は 認 め ら れ な い 。券　 高

最大径 1 8．5

3 3 ．． 3 ． B C 砂 層 （無 頸 ）壷 ． ロ 緑 部

口　 径 1 7－5
「く」 の 字 口 縁 、 口 緑 上 端 が 外 題 す る 。 ．穿 孔 は 認 め ら

れ な い 。
器　 高

最大径

3 3 ．． 4 ． B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 口 縁 部

口　 径 1 7．7

「く」 の 字 口 緑 、 口 緑 部 に 穿 孔 あ り 。器　 高

最大径

3 3 ・ 5 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 鹿 部 欠

口　 径 ※2 0

同 上器　 高

最大径

3 3 ． 6 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 口 緑 部

口　 径 ※2 0

同 上器　 高

最大径

3 3 ． 7 B C 砂 層 （無 頸 ）壷
口　 径 1 5・7

口 綾 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 外 端 で 平 坦 面 を

も つ 、 口 緑 部 の 片 側 に 2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 あ り 。器 ・高 15 ．6

最大径 1 7．4

3 3 ・ 8 B C 砂 層 （無 頸 ）壷

口　 径 ※1 4．6

－く」 の 字 口 縁 、 口 緑 部 に 穿 孔 あ り 。器 ．高 1 5．7

最大径 ※1 7・8

3 3 －　9 B C 砂 層 （無 頸 ）壷
口　 径 1 1．7

口 綾 部 は －．く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 は ほ ぼ 平 坦

で 外 側 へ の 張 り 出 し が 弱 い 。 穿 孔 は 認 め ら れ な い 。
器　 高 9．1

最大径 1 4・8

3 3 ． 1 0 B ／C 砂 層 （無 頸 ）壷

口　 径 1 0・8－1 1．2
「く」 の 字 口 縁 。 鹿 部 は や や あ げ 底 。 口 緑 部 め 片 側 に

2 個 、 計 ．4 個 の 穿 孔 あ り°
器　 高 9．7

最大径 1 5．4．

3 3 ・ 1 1 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 鹿 部 欠 ．

口　 径 1 0．8
口 綾 部 は 「く」 ．の 字 形 に 屈 折 す る が 、 外 端 で 平 坦 面 を

も つ 、・口 縁 部 の 別 邸 こ 2 個 一 計 4 個 の 穿 孔 あ り 。器　 高

最大径 1 4．4

3 3 ． 1 2 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 口 縁 部

口　 径 16 ．8

「く」 の 字 口 縁 、 口 縁 部 に 穿 孔 は 認 め ら れ な い 。器　 高

最大径

3 3 ・ 1 3 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 口 縁 部

口　 径 ※15

「く」 の 字 口 縁 、 口 縁 部 に 穿 孔 あ り 。器　 高

最大径
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4・各地点の調査

（※ は復 元 値 、 単 位 ：cm ）

手法の特徴 胎土 ．焼成 色　　　 調 備　　　 考 写・真 1

外面へラ研磨。内面ナデ。口綾部横ナデ。 細砂粒を食む　 良好 内面．灰褐色 ．丹塗り Fig・44－1

口緑部外面と突帯部．刷毛横ナデ°　口縁部
精良　 良好 ．

外面 灰．褐色 ．

Fig・44－2内面と胴部外面へラみがき。胴部内面刷
毛ナデと指ナデ。

内．面 暗褐色
底　 茶褐色

外面へラ研磨。内面刷毛ナデと指ナデ？ 精良　 良好 ．堅緻 内面 茶褐色 丹塗り Fig・44－3

口縁部、胴部外面横のヘラみがき°胴部内
面刷毛ナデと指ナデ。鹿部内面へラ削 り° 細砂粒 を多量に含む　 良好

外面 赤灰褐色

1内面 灰褐色
Fig．44－4

外面へラ削 りの後、上から下へのヘラ磨
砂粒 を含む　 良好 外面　こげ茶色

丹塗り Fig・44－5きで暗文仕上げ。 内面績ナデ。 内面 淡．こげ茶色

口緑部外面刷毛ナチ。胴部外面ベラ研磨。・
精良　 良．好 ・堅緻

外面 赤褐色
外底に繊維痕あり Fig．44－6口緑部内面へラみが き。胴上部内面指ナ

デ、胴下部内面刷毛目°
内面 黒褐色
底　 茶褐色

外面へラ削 りの後、．ヘラ磨 きで暗文仕上
げ°　内面刷毛ナデと指ナデ。口縁部へラ
みがき。

精良　 良坪 黒褐色． 丹塗の痕あり Fig ．44－7

口縁部外面刷毛ナデ、内面へラみがき。
胴部外面刷毛目、胴部内面指の押圧 とヘ
ラみがき。

砂粒を含む　 良好 ・堅緻 茶褐色 外面煤．付着 Fig ．44－8

外面へラ削 りの後－ヘラ磨 き0内面横ナデ。 砂粒を含む　 良好 内面 茶色 丹塗り Fig ・44吉9

口綾部へラ横ナデ。胴部外面ヘラ．みがき°
胴部内面へラ削 りと指の押圧。 Fig．44－10

調整痕不明 ． 砂粒を含む　 良好 ）暗線灰色 ． Fig．44－11

外面へラ削りの後、ヘラみが．．幸。内．面指
ナデの後、刷毛目．

精良　 良好 －堅敵
外面 赤褐色

．内面 暗褐色
．底　 茶褐色

丹塗 り Fig．44－12

口緑部内外面刷毛癖ナデ°胴部外面へラ
みがき。．鹿部外面縦のヘラ削 り．。胴部内
．面指ナデ°

明灰茶褐色 Fig・45・―1

口縁部外面へラ横ナデ。．内面刷毛．目の後、
指ナデ。

精良．．．良好 ．堅緻 茶褐色 Fig・45－2

口縁部外両横ナデ。口縁部内両横ナデの
ち、ヘラみがき。胴上部外面へラみが・き。
胴上部内面ナデ。

卑好 暗茶褐色

口縁部、胴上部外面横のヘラみが き。胴
の内面指ナデの後、縦の刷毛ナデ。

良好 赤褐色 Fig・45－8

口縁部外両横ナデ。口縁部内面へラみが
き。胴上部外面斜めのヘラみがき。胴上
部内面刷毛 目の後、指の押圧°

大きな砂粒を多量に含む
良好 ・堅緻 ．一．・ 灰褐色 － 丹塗の痕あり

口綾部外面横ナデ°．口綾部内面横ナデ後、

ヘラみがき。胴上部外面横のヘラみがき。
胴上部内面ナデ。

砂粒を少量含む　 普通 灰白色 丹塗の痕あ．り

言縁部へラみがき。胴部外面へラけずり 精良　 良好 ・堅緻 外面 黒褐色
Fig・45－3後、ヘラみがき。胴部内面刷毛目。 内面 暗褐色

外面調整痕不明。内面ナ．デと指の押圧° 右英粒を極少量含む 外面 明黄褐色
．内面 暗褐色 Fig ．45－4

口縁部へラ横ナデ。胴上部外面横のヘラ
みが き°胴下部外面縦のヘラみが き。胴
上部内面指ナデ。胴下部内面へラ削 り。

砂粒を少量含む 良好・堅緻 外面 暗褐色
内面 茶褐色 Fig．45－5

口縁部、胴部外面へラ削．りの後、ヘラみ
がき。胴上部内面刷毛ナデ。胴下部内面

へラ削 り。

砂粒を少量含む 良好・．堅緻 績褐色 Fig．45－6

口縁部ヘラみがき。胴部外面へラけずり 精良　 良好 ．．堅緻 外面 茶褐色
丹塗の痕あり Fig・45l7の後、ヘラみがき°胴部内面へラみがき。 ／内面 暗褐色

外面調整痕不明。 口縁部、内面横ナデと

．指の押圧。

早好 黄灰褐色

白線部横ナデ。胴上部外面へラみがき°
胴上部内面ナデと指の押圧。

砂粒を含む　 普通 淡黄褐色 丹塗の痕あり

－　53　－



（3）第1II地点の調査

T a b － 4　 第 11 1 地 点 出 土 土 器 観 察 衷

図 誌 土 出 土 地 点 器 種 ・晶 部 法　　　 量 形 態 の 特 徴

3 3 ．・1．4 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 綾 部

口　 径 13
口 縁 部 は 「く 」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 は 平 坦 に 近

い 。 口 縁 部 の 片 側 に 2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 あ り。
券 ．高

最大径

3 3 ・1 5 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 鹿 部 欠 ．

口　 径 ※13

「く 」 の 字 口 緑 、 口 縁 部 に 穿 孔 あ り 。券　 高

最大径

3 4．． 1 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 縁 部

口　 径 ※14．4

「く」の 字 口 縁 、口 綾 部 の 片 側 に 2 個 、計 4 個 の 穿 孔 あ り。器　 高

最大径

3 4 ・ 2 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 綾 部
口　 径 ※13．2

同 上券　 高

最大径

3 4 ・ 3 B C 砂 層 （無 績 ） 壷 1口 緑 部

口　 径 ※12 ．8
「く」の 字 口 緑 、外 瑞 が や や は ね 上 り 気 味 二　 言 綾 部 に 穿

孔 あ り 。券　 高

最大径

3 4 ． 4 B C 砂 層 （寒 頸 ） ．壷　 日 録 部
口　 径 ※14 ．4

口縁 部 が わ ず か に 立 ち 上 が り 、 上 端 が 内 傾 す る °　 口縁

部 に 穿 孔 あ り °
昏　 高

最大径

3 4 ・ 5 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷 ． 口 縁 部

口　 径 ※14 ・2
口緑 部 は 、 外 側 へ の 張 り 出 し が 強 く、 上 端 が 平 坦 。 口

縁 部 に 穿 孔 あ り°
券　 高

最大径

3 4 ・ 6 B C 砂 層 ．（無 頸 ） 壷　 口 縁 部

口　 径 ※1 1．4
「く」の 字 口 縁 、上 端 が 丸 味 を もつ 。日 録 部 に ．穿 孔 あ り °器　 高

最大径

3 4 ．／7 B C 砂 層 （無 頸 ）．壷　 口 縁 部

口　 径 ※1 6．2
口 縁 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 に 平 坦 面 を

も つ °　 ロ 縁 部 に 穿 孔 あ り 。
拳　 高

最大径

3 4 ・ 8 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 縁 部

口　 径 ※1 3．8

「く」 の 字 口 緑 、 口 縁 部 に 穿 孔 あ り。器　 高

最大径

3 4 ・ 9 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 縁 部

口　 径 ※1 2．8
ロ 緑 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 外 端 で 平 坦 面 を

も つ 。 ロ 縁 部 に 穿 孔 あ り 。
鴇　 高

最大径

3 4 ・1 0 B C 砂 層 （無 璽酎　 壷　 口 綾 部

口　 径 ※1 2

「く」 の 字 口 緑 、 破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず 。替　 高

最大径

3 4 ・1 1 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 縁 部

口　 径 ※1 5．1

同 上券　 高

最大径

3 4 ・1 2 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口緑 部

口　 径 ※1 3．9
ロ 綾 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 外 端 で 平 坦 面 を

もつ 。 破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず 。
券　 高

最大 径

3 4 ・1 3 ． B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口縁 部

ロ　 ー径 ※12．5
口 緑 部 は 「く 」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 は ほ げ 平 坦 。

破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず °券　 高

最 大径

3 4 ．1 4 B ．C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口縁 部

口　 径 ※13・6

「く」 の 字 口縁 、 口 縁 部 に 穿 孔 あ り 。．券　 高

最大径

3 4 ・1 5 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口縁 部

口　 径 ※12．8

同 上堤　 高

最大径

3 4 ．1 6 由 C 砂 層 （無 頸 ）．壷　 口縁 部

口　 径 ※13．8

同 上器　 高

最大径

3 4 ・1 7 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口緑 部

口　 径 ※15・8
口 緑 部 が わ ず か に 立 ち 上 が り 、 上 端 ．が 内 傾 す る 。 口 縁

部 に 穿 孔 あ り °
誅　 高

最大径

3 4 ・1 8 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷 ．口 綾 部 ．

口　 径 ※14
口綾 部 が わ ・ず か に 立 ち 上 が り／、 上 端 が 内 傾 す る 。 口 縁

部 に 穿 孔 あ り ° ．券　 高

姦夫径

3 4 ・1 9 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷 ．． 口 綾 部 ・

口　 径 ※10・6
口綾 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 は 平 坦 に 近

い 。 口 緑 部 に 穿 孔 あ ．り°
器　 高

最大径

3 4 ．2 0 B C 疹 層 （無 頸 ） 壷　 口．縁 部

口　 径 ※9．8
口縁 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 外 側 へ の 張 り 出

し が 弱 い 。 口 縁 部 に 穿 孔 あ り °
昏　 高

最大径

3 4 ・2 1 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 縁 部

口　 径 ※20
「く．」 の 字 口 縁 、 外 側 へ の 張 り出 ．L が 強 い °． 口 綾 部 に

穿 孔 あ り 。
器　 高

最大径

3 4 ．2 2 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口．緑 部

口　 径 ※13．9 ．

「く．」 の 字 口 緑 、 破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず °券 ．書

最大径
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4・各地点の調査

（射 ま復 元 値 、 単位 ：cm ）

手法の鳴徹 胎土 ・焼成 色　　　 調 備　　　 考 写 真

口緑部外由横ナデ。口縁部外面縦ナデの
ちヘラみがき。・胴上部外面へラみがき。
胴上部内面ナデ と指の押圧。

良好 暗黒褐色

口緑部外両横ナデ。．口綾部外面縦ナデの
ちヘラみが き°胴上部外面へラみがき。
胴上部内面ナデ

砂粒 を少量含む　 普通 灰白色 丹塗の痕あり

口腺部横ナデ。胴上部外面横のヘラみが
き。胴上部内面指 の押圧 とナデ。

砂粒 を含む　 不良 灰褐色 丹塗の痕あ．り

同上 砂粒を含む ．普通 暗灰褐色 丹塗の痕あ り

同上 砂粒をわずかに含む．普通 灰褐色

同上 良好 痍褐色 丹塗の痕あり
黒堆あり

口縁部と胴上部内面横ナデ。胴上部外面
横のヘラみがき。

良．好 ． 暗黄褐色 丹塗の痕あり

口縁部 と胴上部内．両横ナデ0 胴上部外面
横のヘラみがき。

良好　 普通 灰白土 丹塗の痕あり

横ナデ 良好 暗黒灰碗色／

口綾部横ナデ°胴上部外面横のヘラみが
さ。胴上部内面ナデと刷毛目． 砂粒を含む　 良好 黄魂色 丹塗の痕あり．

口縁部横ナデ後、．．ヘラみがき。胴上部外
面横のヘラみがき。胴上部内面ナデ

砂粒を少量含む　 普通 灰白色 丹塗の痕あり

同上 良好 ．灰褐色 丹塗の痕あり

口縁部横ナデ。胴上部外面刷毛目°胴上
部内面ナデ。 大粒の砂粒を含む　 不良 暗灰褐色

口縁部梗ナデとヘラみがき。胴上部外面
横のヘラみがき°

大粒の砂粒を多量含む　 良
好 ．堅緻 灰白色 丹塗の痕あり

口縁部横ナデ。胴上部外面横のヘラみが
き。胴上部内面ナデ。 畢好 黄灰褐色 丹塗の痕あり

口綾部横ナデとヘラみがき°胴上部外面
横のヘラみがき。胴上部内面指の押圧と
ナデ。

細砂粒を含む　 良好 ・／堅緻 灰褐色 ． 丹塗の痕あり

口緑部横ナデ。胴上部外面横のヘラみが
き。胴上部内面指 の押圧 とナデ°

砂粒 を含む　 普通 暗轟褐色 ． 丹塗の痕あり

口綾部横ナデ。胴上部外面横のヘラみが
き。胴上部内面刷毛目？ちナデ。 砂粒 を含む．普通 灰褐色 丹塗の痕あり

口縁部、胴上部内面横ナデ、不明瞭な刷毛
目、ヘラ痕が残る°胴上部外面へラみがき。 良好 黄褐色

口緑部横ナデのち、ヘラみがき°胴上郡
外面へラみがき。胴上部内面ナデ 砂粒を含む ．不良 黒褐色 丹塗．の痕あり

同上 砂粒を含む　 不良 ・もろい 灰白色 丹塗の痕あり

同上 砂粒を含む　 良好 ．堅緻 書褐色 丹塗の痕あり

ロ縁部横ナデのち、ヘラみがき0 砂粒．を含む　 普通 灰白色 丹塗の痕あ り

口緑部横ナデ。胴上部外面横の不明瞭な

ヘラ痕。
細砂粒を少量含む　 良好 黄灰褐色
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（3）第1ⅡⅠ地点の調査

T a b ． 4　 第 I I I 地 点 出 土 土 器 観 察 表

F ig ・．．
図面 番 号

出 土 地 点 器 穫 ・晶 部 法　　 土
形 態 の 特 徴

3 4 ・ 2 3 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷 ． 日 録 部

口　 径 ※1・1．4

「く 」 の 字 口 緑 、 破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず 。．器　 高

最大径

3 4 ． 2 4 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 緑 部

口　 径 ※17 ・2
口 縁 部 は 外 側 へ の 張 り 出 し が 強 く 、 上 端 か ほ ぼ 平 坦 。

破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず 。器　 高

最大径

3 4 ・ 2 5 寧 C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 緑 部

口　 径 ※12 ．5

「く 」 の 字 口 縁 、 口 緑 部 に 穿 孔 あ り 。器　 高

最大径

3 4 ． 2 6 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 ・縁 部

口　 径 ※1 1．3
口 綾 部 が わ ず か に 立 ち 上 が り 、 外 側 へ の 張 り 出 し ．が 弱

い ．。 破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず °
器　 高

最大径

3 4 ． 2．7 B C ．砂 層 （無 頸 ） 壷 ．口綾 部

口　 径 ※16 ．8 ロ 緑 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 外 線 で 平 坦 面 を

も つ °　 口 緑 部 の 片 側 に 2 個 、 計 4 個 の 穿 孔 カ†あ っ た と

思 わ れ る 。
器　 高

最大径

3 4 ． 2 8 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口綾 部

口　 径 ※13 ・8

同 上券　 高

最大径

3 4 ・ 2 9 B C 砂 層 ． （無 頸 ） 壷　 口綾 部

口　 径 楽13 ・9 口 綾 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 は 平 坦 に 近

い 。 上 端 は 強 い ナ デ に よ っ て 凹 み 、 先 端 が は ね 上 り 気
味 に な る 。 口 線 部 に 穿 孔 あ り 。

器 ．高

最大径

3 4 ． 3 0 B C 砂 層 ．． 1 （無 頸 ） 壷　 口 縁 部
口　 径 ※1 4

口 縁 部 は 「く」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 は 平 坦 ．に 近

い °　 口 緑 部 に 穿 孔 あ り 。
誅　 高

最大径

3 4 ・ 3 1 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 緑 部

口　 径 ※1 4．1

同 ヰ誅　 高

最大径

3 4 ． 3 2 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 緑 部

口　 径 ※1 3．4

同 上静　 高

最大径

3 4 ・ 3 3 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 緑 部

口　 径 ※1 3．8

「く」 の 字 口 縁 、 破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず 。．器　 高

最大径

3 4 ・ 3 4 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 緑 部

口　 径 ※ 11・8

同 上湯　 高

最大径

3 4 ． 3 5 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 口 縁 部

口　 径 ※ 12．7
口 緑 部 は 「く 」 の 字 形 に 屈 折 す る が 、 上 端 は ほ ぼ 平 坦 。

破 片 中 に 穿 孔 認 め ら れ ず 。器　 高

最大径

．3 5 ． 1 1 C 5 砂 礫 層 蓋

口　 径 14．6
天 井 部 に 平 坦 面 を も つ ° 裾 部 の 片 側 に 2 個 、 計 ．4 個 の

小 孔 あ り°
券　 高 2 ．6

最大 径

3 5 ． 2 C 5 秒 層 ． （無 頸 ） 壷　 口 綾 部

口　 径 13．7
口 緑 部 は 強 く 「く」 の 字 形 に 屈 折 。 や や あ げ 底 。 ．ロ 縁

残 存 部 に 穿 孔 は 認 め ら れ ず
器　 高 12．7

最大径 15．3

3 5 ． 3 C 5 砂 層 蓋　 天 井 部 欠

．　　 ・ ※ 13．4

穿 孔 が 現 存 1 個誅．高 ※2 ．2

最大径

3 5 ・ 4 c 5 秒 層 ／ 蓋 ．

口　 径 12．8
天 井 部 が わ ず か に 平 坦 で あ る ° 裾 部 の 片 側 に 2 個 、 計

4 個 の 穿 孔 あ り 。
器　 高 2．3

最大径

3 5 ． 5 C 6 秒 層 （無 績 ） 壷　 口 緑 部

口　 径 ※ 12．6
口 緑 部 は 「く 」 の 字 形 に 屈 折 す 尋 が 、 外 瑞 に 平 坦 面 を

も つ °　 口 縁 残 存 部 に 穿 孔 1 個 。
器　 高

最大径

3 5 ． 6 C 5 砂 層 蓋 ．

口 ．径 ※ 10

天 井 部 に 平 坦 面 を も つ ° 破 片 中 に 穿 孔 1 個 。Ⅰ器・ 高 ※ 2

最大径

3 5 ． 7 C 5 砂 層 蓋　 天 井 部 欠 失

口　 径 ※ 11

裾 部 に 穿 孔 が 認 め ら れ る 。幕 ’高 ※ 2

最大径

3 5 ． 8 C 5 秒 層 蓋

口　 径 ※ 12
深 み が あ ま り な い 偏 平 ．な．蓋 。 器 壁 の 厚 さ が ほ ぼ 同 じ。．

穿 孔 は 現 存 2 個 。
器 1 高 1．2

最大径

3 5 ． 9 C 5 秒 層 蓋

口　 径 14・9
天 井 部 が わ ・ず か に 平 坦 °　 裾 部 の 片 側 に 2 個 、 計 4 個 の

穿 孔 あ り 、 ひ も ず れ し て い る °
器 ．書 2．1

最大径

3 5 ．1 0 C 5 秒 層 蓋 ，天 井 部 欠 失

口　 径 ※ 13．9

裾 部 に 穿 孔 が 認 め ら れ る 。着， 高 ※2 ．8

最大径

3 5 ．1 1 C 5 砂 層 蓋　 天 井 部 欠 失

口　 径 ※ 13．9

同 上器　 高 績 3

最大径
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4．各地点の調査

（※ は復 元 値 、 単 位 ：cm ）

手法の特徴 胎土 ．焼成 色　　　 調 億　 ．考 写 真

口縁部横ナデ°胴上部外面横のヘラみが
き°　胴上部内面ナデ。 砂粒を少量含む　 普通 灰褐色

調整痕不明 砂粒を多量に含む　 普通 黄灰白色 券面の荒れ著 しい

口綾部横ナデとヘ ラみがき。胴上部外面
横の丁寧なヘラみがき。胴上部内面ナデ。 砂粒を少量含む 良好．堅．緻 黄褐色 丹塗の痕あり

口綾部横ナデ。胴上部内面指の押圧とナデ。 砂粒を少量含む 良好・堅緻 淡灰褐色 丹塗の痕あり

口綾部横ナデ° 細砂粒を含む　 良好 黒褐色

口綾部横ナデ°胴－上部外面横のヘラみがき。 砂粒を多量に含む　 普通 灰褐色 丹塗の痕あり

口緑部、胴上部内面ナデ。胴上部外面へ
ラみがき。

良好 黒褐色 丹塗の痕あり

口緑部横ナデの後、ヘラみがき。胴上部
外面横のヘラみが き。

砂粒を含む　 普通 灰褐色 丹塗の痕あり

口綾部横ナデの後、ヘラみが き。胴上部
外面横のヘラみが き。

砂粒を含む　 普通 淡黄褐色 丹塗の痕あり

口縁部横ナデ。胴土上部外面横ナデのち横
のヘラみがき。

精良　 良好 黄灰褐色 丹塗の痕あり

口綾部横ナデのち、ヘラみがき°胴上部
外面横のヘラみが き。胴上部内面指の押
圧 とナデ。

良好 外面 黄茶褐色
内面 ．黄灰色

同上 大 きな砂粒 を含む　 普通 灰砲色

口縁部横ナデ。胴上部外面へラみがき°
精良　 良好

外面 明褐色
丹塗の痕あり胴上部内面横ナデ° 内面 黄灰褐色

外面へラ削 りの後、放射状にヘラみがき
で暗文仕上げ°　内面指なでつけ。穿孔は
焼成前に、外から内へ穿つ

石英粒を含む 丹塗り Fig．46－1

口縁部外面ナデ。胴部外面へラ削り。口
綾部内面へラ削 り°胴部内面ナデ°

石英粒 を少量含む 時日黄土色 器形のゆがみが著
しい Fig．46－2

調整痕不明 良好　 普通
外 暗麗灰褐色
内　明灰色

外面へラ削 りの徳、ヘラみがきで暗文仕
上げ。内面横ナデ°

砂粒を含む 内面 暗黄土色 丹塗 り Fig．46l3

口綾部外面横ナデ°　口綾部内面、胴上部 砂粒 を少量含む　 良好 外面 淡赤褐色
丹塗 り外面へラみがき。胴上部内面ナデ° 内面 暗黄土色

調整痕不明 砂粒 を含む　 普通 暗黄褐色

調整痕不明 良好 外面 黄赤褐色
内面 黄褐色

丹塗 り

外面へラみがさ。 内面ナデ° 精良　 良好 内面 暗黒褐色 丹塗 り

外面へラ削り後、刷毛ナデ°内面刷毛ナデ。 精良　 良好
外面 暗褐色
内面 黒褐色 Fig．46－5

外面へラみがき°．内面横ナデ。 精良　 良好 外面 黒青色
内面 明灰色

外面へラみがき°　内面横ナデ° 砂粒を含む　 良好 黄赤褐色
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（3）第111地点の調査

T a b ． 4　 第 I I I地 点 国 土 土 器 観 察 表

国 論 号 出 土 地 点 器 種 ・晶 部 法　　　 量 形 態 の 特 徴

3 5 ． 1 2 C 5 砂 層 蓋　 天 井 部 欠 失

口　 径 22．3

大 型 の 蓋 °　穿 孔 は 現 存 1 個 。器　 高 ※2．8

最大径

3 5 ・ 1 3 ． C 5 秒 層 壷 二言 縁 部

口　 径 ※20

「鋤 」 状 口 縁器　 高

最大径

3 5 ． 1 4 C 5 秒 層 ． 甕　 口 縁 部

口　 径 ※24 ．4

逆 「L 」 字 口 緑 、 上 面 が や や 凹 む °器　 高

最大径

3 5 ・ 1 5 C 5 秒 層 甕　 口 縁 部

口　 径 ※2 3
や や 内 傾 す る 口 緑 喘 外 側 に 断 面 三 角 形 の 突 帯 を 貼 付 け

て あ る 。 胴 は 張 る °
券　 高

最大径

3 5 ・ 1 6 C 5 秒 層 甕　 口縁 部

口　 径 ※2 5
逆 「L 」 字 口 線 で 、 口線 外 瑞 に 縦 の 刻 目 が 施 さ れ る 。

胴 は 張 る 。
誅　 高

最大径

3 5 ． 1 7 C 5 秒 層 鉢 ？　 口 縁 部

口　 径 ※2 2．3

逆 「L 」 字 形 口 緑券　 高

最大径

3 5 ・ 1 8 C 5 秒 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※1 6．5
・丸 くお さ め た 口 線 よ り そ の ま ま す ぼ ま る 。 口唇 部 が や

や 肥 厚 す る °
器　 高

最大径

3 5 ・ 1 9 C 5 秒 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※1 5
丸 く お さ め た 口 線 よ り そ の ま ま す ぼ ま る °　 口．唇 部 が 沈 ・

線 状 に 凹 む 。器　 高

最大径

3 5 ．2 0 C 5 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※19・5
丸 く お さ め た 口縁 よ り そ の ま ま す ぼ ま る 。．口 唇 部 が や

や 肥 厚 す る °
券　 高

最大径

3 6 ・．1 亘 C 砂 層 ． 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※18

丸 く お さ め た ロ 緑 よ り そ の ま ま す ぼ ま る 。器　 高

最大径 ※19・8

3 6 ・．2 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※20

同 上器　 高

最大径 ※21．2

3 6 ． 3 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※19

同 上券　 高

最大径 簸20

3 6 ． 4 B C 砂 層 ．鉢　 鹿 部 欠

口　 径 17 ．5
口緑 部 内 等 す る 。 粘 土 の つ ぎ 目 で 、 明 瞭 な 稜 を な す 部

分 が あ る °
器　 高

最大径 18 －3

3 6 ． 5 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※19

丸 く お さ め た 日 録 よ り そ の ま ま す ぼ ま る 。券　 高

最大径

3 6 ・ 6 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※1 7

同 上株　 高

最大径 ※1 7．6

3 6 ・ 7 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※19

同 上器 ・高

最大径 ※19 ．4

3 6 ．．8 寧 C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※1 5

口 緑 部 は 、 や や 直 立 気 味 に 内 題 す る 。器　 高

最大径 ※1 5．5

3 6 ・．9 B C 砂 層 鉢　 鹿 部 欠

口　 径 ※1 2

同 上器　 高

最大径

3 6 ・．1 0 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 鹿 部 欠

口　 径 ※．1 6 口 縁 部 が わ ず か に 立 ち 上 り、 上 端 が 平 坦 °　 白線 部 外 面

屈 曲 部 に ナ デ に よ る 段 が つ く° 穿 孔 は 現 存 1 個 、 本 来

対 で 4 個 あ っ た と 思 わ れ る 。
券　 高

最大径 19．2

3 6 ・1 1 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 鹿 部 欠

口　 径 12．6
「く」 の 字 口縁 、 口 縁 部 に 片 側 に 2 個 、 計 4 個 の 穿 弘

あ り。 ひ も ず れ し て い る °器　 高

最大径 15．7

3 6 ．1 2 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 鹿 部 欠

口　 径 ※14．9
口 縁 部 は 鋭 く 外 方 に 屈 曲 し、 上 端 は ほ ぼ 平 坦 。 破 片 中

に 穿 孔 認 め ら れ ず 。
．器 ．高

最大径

3 6 ・ 1 3 寧 C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 鹿 部 欠

口　 径 ※12．8
口 縁 部 は 鋭 く 外 方 に 屈 曲 し 、上 端 は ほ ぼ 平 坦 。外 端 が 凹

む 。穿 孔 は 現 存 2 個 、本 草 対 で 4 個 ．あ っ た と 思 わ れ る 。
器　 高

最大径

3 6 ・ 1 4 B C 砂 層 （無 頸 ） 壷　 鹿 部 欠

口　 径 ※11．4
「く 」 の 字 口 縁 、 口 縁 上 端 が 丸 味 を 帯 び 内 傾 す る °　 口

縁 部 に 片 側 に 2 個 ．、 計 4 個 の 穿 孔 あ り 。器　 高

最大径

3 6 ・ 1 5 B C 砂 層 壷　 口 縁 部 欠

底　 径 7

胴 中 位 で 大 き く張 り、 平 底 の 鹿 部 へ 至 る 。器　 高

最大径 20 ．6
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4．各地点の調査

（※ は復 元 値 、 単位 ：cm ）

手法の特徴 胎土 ．焼成 色　 ．調 備　　　 考 写 真

外面へラ削り。内面ナデ。 精良　 良好 外面 明黄褐色
内面 明赤褐色

横ナデ。 砂粒．を少量含む　 良好 外面．淡灰褐色
内面 灰褐色 ．

口縁部横ナデ。外面刷毛目。 砂粒を含む　 良好 茶灰色

調整痕不明。 砂粒を少量含む　 良好 庚褐色

横ナデ。 石英、長石を少量含む． 外面．黒褐色
内面 灰褐色

調整痕不明 砂粒を多量に含む ．良好 暗灰色

外面縦の刷毛 目？内面縦の刷毛ナデ。 砂粒を多量に含む　 良好 ．
堅赦

外面 茶褐色
内面 黒褐色 内、外面煤付着

口綾部横ナデ。胴上部外面縦の刷毛目。
胴上部内面ナデ° ．砂粒を含む　 良好 暗発色

外面縦の刷毛 目。内面ナデと．指圧° 砂粒 を含む　 良好 外面淡茶色 内面煤付着

外面調整痕不明。内面ナチ。 大粒の砂粒を含む　 良好 ． 時日黄土色

外面縦の刷毛目。 内面ナデ 砂粒 を少量含む　 良好 日黄土色 外面煤付着

横ナデ° 砂粒 を少量含む　 良好 口 外面煤付着

口唇部横ナデ。外面縦の刷毛目の後ナデ。
内面ナデ° 砂粒 を含む　 良好 淡 こげ茶色

外面縦の刷毛目°　内面指ナデ。 砂粒を含む　 良好 淡茶色

調整痕不明。 砂粒 を多量に含む　 良好 白黄土色 磨減著 しい
外面煤付着

外面縦の刷毛目。 内面横ナチ。 兢石粒 を少量含む　 良好 茶色

外面刷毛 目。内面 ナデ。 砂粒を極少量含む ．卑好 茶褐色

．横ナデ° 砂粒を極少量含む　 良好 績茶色 ．

口綾部 と外面横ナデ0 胴部外面へラみが
き。．口縁部内両横ナデ後、ヘラみが き。
胴部内面指の押圧 とナデ。

良好 暗黄灰色 丹塗の痕あり

外面へラ削 り．後、ヘラみが き。内面へラ
みが き°

精良　 良好 ．堅緻 灰褐色 Fig・46－4

口・綾部外面横ナデ。胴上部外面へラみが
き。口緑部内面横ナデ後、ヘラみがき。
胴上部内面ナデ。

癖良　 良好 暗黄灰淘色 丹塗の疇あり

横ナデ° 精良　 良好 暗灰褐色 丹塗の痕あり

口縁部外両横ナデ°　口縁部内面へラみが
き。胴上部外面へ ラみがき。胴上部内面
ナデ。

砂粒を多量に含む　 良好． 茶褐色 ． Fig・46－6

外面縦のヘラ削 り°内面刷毛横ナデ、指
ナデ。 砂粒を多く含む　 良好 外面 茶褐色

内面 翠色
外商煤付着 Fig．46－7
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（3）第III地点の調査

T a b ． 4 ．第 I I I地 点 出 土 土 器 観 察 表

F ig ．
図面 番号

出 土 地 点 器 種 ・晶 部 法　　　 量 形 態 の 特 徴

3 6 ．1 6 B C 砂 層 （無 績 ） 壷 ．鹿 部 欠

口　 径 ※12 ．8

「く」の 字 口 緑 、日 録 部 に 片 側 に 2 個 、計 4 個 の 穿 孔 あ り。器　 高

最大径 ※19 ．1

3 6 ．・1 7 B C 砂 層 （無 頸 ）壷　 鹿 部 欠 失

口　 径 ※12 ．3

「く」の 字 口 縁 、口縁 部 片 側 に 2 個 、計 4 ．個 の 穿 孔 あ り 。績　 高

最大径 ※15

3 7 ・ 1 B C 砂 層 高 塚　 脚 部 ．

口　 径
徐 々 に 裾 広 が り、 裾 近 く で 屈 折 し て 大 き く開 く と思 わ

れ る °
券　 高

最大径

3 7 ． 2 B C 砂 層 高 塚　 脚 部

口　 径

裾 部 は 大 き く開 く。器　 高

最大径

3 7 ・ 3 B C 砂 層 碗 （須 恵 器 ）

口　 径 ※13．7

丸 い 鹿 部 か ら そ の ま ま た ち 上 る 。 口緑 部 は．や や 肥 厚 す る 。農　 高 ※4．2

最大径

・3 7 ・ 4 ． B C 砂 層 高 台 付 塚　 口 綾 部 欠
口　 径 ※12・5

や や 外 広 が りの 高 台 が 付 き 、 口縁 部 は 直 線 的 に 広 が る °器　 高 ※5．4

最大径

3 7 ・ 5 B C 砂 層 坪

口　 径 ※13・9

体 部 は 直 線 的 に 広 が り、 そ の ま ま お さ め る °券　 高 7．1

最大径

3 7 ． 6 B C 砂 層 皿

口　 径 ※8・9

口 縁 部 は 内 題 気 味 に 立 ち 上 る 。 平 底 。券　 高 ※1．7

最大径

Ph．3　土器の出土状態（第1ⅠⅠ地点）
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4・各地点の調査

（射 ま復 元 値 、 単位 ：cm ）

手法の特徴 ． 闘士 ・煉成 色　 ・調 備　　　 考 写 真

口綾部・・胴上部外面へラけず・り疎 －ラ
みがき。胴上部内面へラみがき°

精良　 良好 ・．堅緻 茶褐色 Fig．46－9

口綾部外面横ナデ。胴部外面へラみがき。．．
口緑部内面へラみが．き。・胴部内面横ナデ。．

細砂粒 を含む ．．良好 ． 外面 淡茶褐色
内面 ・灰茶色 ． Fig．46－8

外面刷毛 目のちヘラ翻り5／．内面ヘラ削り°・石英粒を極少量含む ．良好

・堅緻
時日黄土色

外面へラ研磨。内面へラナデと粗－い刷毛
ナデ。

・．精良　 良好 ．暗発色

右回転の成．形°外面ベラ削り。 小右 を多量に含む ．堅緻 ／ 黒灰色 ・

外面痢整痕不明。高台接合部指ナデ。底
部指ナデのちヘラ削．．り。

精良　 良好 ． 外面 赤褐色

こ内面 黒褐色
Fig ．46－10

内、外面へラ研磨 ．． ．砂粒を多量に含む・不良 外面 茶褐色 ．
内面．黒績色 Fig ・46－11

左回転の整形。鹿部糸切・り 疹粒を含む　 良好 ・撃緻 ／／ 淡黄褐色 真珠あり

Ph．4　木器出土状態（第IIⅠ地点）
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（3）第111地点の調査

T a b ， 5 ．第 ．III 地 点 出 土 木 器 計 測 表

F ig ・図 面 番 号 区 層　　　 位 種　　　 別
法　　　 量 （cm ）

備　　　 考 写　　　 真
長 幅 厚 直径

4 7 ．1 ． C － 6 砂 層 割 ．杭 11 ．6 ・ 3 ．3 部 折 損 ・樹 皮

．4 7 ・2 ． C － 5 砂 層 丸 木 杭 5 4 ・2 3 ．4

4 7 ．．3 ． C － 5 砂 層 矢 板 ？ 12 ．2 ．4 ．2 0 ・5 －1．8 上 部折 損

4 7 ．4 B － 5 砂 層 丸 木 杭 3 1 ．2 3 ・7 －4 ．0 樹 皮

4 7 ・5 ・丸 木 杭 14 ・8 5 ・2

4 7 ・6 丸 木 杭 3 0 ・3 5 ．4 －5 ．9

．4 7 ・7 G － 4 矢　 板 ／ 3 8 ．3 6 ．2 1 ．9－3 ．0

4 7 ．8 A － 3 ・4 丸 木 杭 1 6 ．0 4 ・7 上 部折 損

4 7 ・9 G －．4 泥 炭 層 割　 杭 1 5 ．0 5 ．4 2 ．9

48 ・．1 B － 6 砂 層 三 又 鍬 6 3 ．2 2 ．0 F ig ．51－1

48 ・2 B － 5 砂 層 又 状 木 器 片 4 1 ．8 F ig ．51－2

48 ・3 B － 6 砂 礫 層． 又 状 木 器 片 3 3 ．8 1 ．8 F ig ．5ト3

48 ・ 4 B － 6 砂 層 二 又 鋤 ？ 6 4 ．2 1 ．8 F ig ．51－4

48 1 5 B － 5 ．．砂 層 三 又 鍬 4 0 ・0 1 ・2 F ig ．5ト・5 ．

48 ・ 6 C トレ ン チ ・泥 ・炭 層 又 状 木 器 片 3 ．5 ～6 ．3 F ig ．5ト6

48 ・ 7 又 状 木 器 片 2 4 ・0 1 ．9 F ig ．5 1－7

48 ・ 8 B － 5 砂 礫 層 又 状 木 器 片 25 0 ．5－1 ・3 一 部 焼 け て い る F ig ．5ト8

49 ・ 1 ． 加 工 木 9 3 ．4 杵 ？ F ig ．5 2l．1

49 ． 2 G － 4 泥 炭 層 加 工 木 5 0 ．0 14 ．4 0 ・6－1 ・4 建 築 用材 ？ F ig ．5 2－2

49 ． 3 B － 5 砂 層 三 又 鍬 3 1 ．6 8 ．6 2 ．0－3 ．0 F ig ・5 2－3

49 ． 4 B ― 6 砂 層 ． 又 班 木 器 片 36 ．2 F ig ．5 2－4

49 ・ 5 C － 5 砂 層 ．鍬 刃 部 18 ．7 0 ．9 F ig ．5 2－5

50 ． 1 B ．－ ／5 砂 層 ス プ ー ン状 木 器 19 ．7 F ig ．5 3－1

50 ・ 2 ．B － 6 砂 礫 層 加 工 木 3 1 ．2 12 ．9 0 ．9－1 ．7 F ig ．5 3－3

50 ． 3 B － 5 砂 層 加 工 木 1 1 ．7 2 ．3 0 ．9 スプーン状木器 ？

50 ・ 4 ． B － 6 ・砂 膚 加 工 木 18 ．8 F ig ．5 3－2

4 9 ・ 1 C ー 6 ．砂 層 割　 杭 1 1 ．6 3 ．3 部 折 損 ．樹 皮

4 9 ・ 2 ．C ・－ 5 ．砂 績 丸 木 杭 54 ・2 3 ．4

4 9 ． 3 C － 5 ． 砂 層 矢 板 ？ 12 ．2 4 ．2 0 ．5 －1 ．8 上 部 折 損

4 9 ・ 4 B － 5 砂 層 丸 木 杭 3 1 ．2 3 ．7－4 ．0 樹 皮

4 9 ． 5 丸 木 杭 ． 1．4 ．8 5 ・2

4 9 ．6 丸 木 杭 30 ．3 5 ．4－5 ．9

4 9 ・ 7 G ．－．4 矢　 板 38 ．3 6 ．2 1 ．9 －3 ・0

4 9 ・8 ／ A ― 3 ／・／4 丸 木 杭 16 ．0 4 ．7 上 部 折 損

4 9 ・9 ． G － 4／ ．泥 炭 層 書り　 疏 15 ．0 5 ．4 2 ．9

5 0 ． 1 B － ．6 ．砂 壁 享 又 鍬 6 3 ．2 2 ・0

5 0 ・2 ． B ― 5 砂 層 又 状 木 器 片 4 1 ・8

5 0 ・3 ・B ー 6 砂 礫 層 又 状 木 器 片 3 3 ．8 1 ・8

／5 0 ・4 ．B － 6 空 車 ニ ス 鋤 ？ 6 4 ．2 1 ．8

5 0 ・5 B － 5 ．砂 層 三 又 鍬 4 0 ．0 1 ・2

5 0 ．6 、．C ．．トレ ンチ 泥 炭 層 又 状 木 器 片 ．5 －6 ．

5 0 ・7 又 状 木 券 片 2 4 ．0 1 ．9

5 0 ・8 B － 5 砂 礫 層 ． 又 状 木 器 片 ．2 5 ．0 ．5 －1 ．3 一 部焼 け てい る
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（り　第111地点の調査

Fig．57　第HI地点木器出土状況
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4．各地点の調査

Ph．5　第111地点遠景

Ph・6　杭列の遠景
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（4）第Ⅴ地点の調査

（4）第Ⅴ地点の調査

北壁土層説明（Fig・58，D－1．2区北壁土層図）

第1層　灰褐色土層　耕作土

第2層　黒褐色土層　遺構の覆土となっている層

第3層　茶褐色土層　地山上の粘土層で遺構はこの層に掘り込まれている°

第4層　黒褐色土層　第3層の影響を受け土層中に茶褐色の粘土ブロックを含む°

①　調査の概要

発掘地点東部に南北に走る深さ1メートルの溝は現代にかなり接近する時期に掘削された溝と思わ

れる。何故なら、表土層に近い土層が覆土として堆積しているからである。恐らく、現在ある集落の

排水溝としての機能をもたせたものであろう。

歴史性を示す遺構は、本調査地点中央部を南北に走る幅1メートル内外、深さ50センチメートル内

外の溝のみである。営なまれた時代は、出土する土器から見て、中世12．13世紀が考えられる°溝は

方位を南北にとった直線的な企画性を窺わせているが、中世の集落が、近辺に存在したであろうこと

を想定させる。

中世以前の遺構は存在しないが、弥生式土器の出土が少々見られる。本地点が、他の調査地点に比

して1メートル程高い台地に立地するところから、弥生時代の集落の遺構の存在も近辺に求められよ

う。

いずれにしても、古代から中世にかけた原遺跡群の考古学的解明は文化財保護行政の責務として今

後に継承されるものと期待される。

②　出土遺物

弥生式土器　　出土量は少ないが弥生式土器も出土している。

板付II式系の甕形土器は平坦な底より緩やかに立ち上がり、調整方法は外面縦の刷毛目で内

面は指押の痕があり丁寧な気配り、砂粒を含む脂土で焼成は普通の仕上がり、色調は灰褐色。

城ノ越式の壷形土器は有頚のものと無頸のものがある。前者は胴部のみで、大きく張った胴

部に断面三角形の三条の突帯をめぐらし、口縁部を横撫での箆磨き、胴部外面を横方向の箆磨

きで調整、大粒の砂粒子を大量に含ませ脂土を固め、良好な焼成によって明灰白色の色調を保

ちつつ、表面に丹塗りの痕を残す。後者は、小型でくの字口縁で穿孔、口縁部を横撫で、胴上

部を外面箆磨きで調整、砂粒子で胎土を固め、良好な焼成を行ない赤褐色を保ち丹塗りの痕跡

を残す。

中世の磁器　磁器は高台付きの碗があって、色調を茶緑色、灰青色に保つ、和英の厚さからして、近世に

含まれるかも知れない。礎器には貿易磁器も出土している。見込内底に六歯の楠状工具で唐草

文様が描かれているところから、中国龍泉窯系産と思われる。

中　世　の　　土師器皿は、平坦な鹿部から短く体部をつまみ出し口縁部をおさめ、鹿部箆切りと糸切りの
土師器皿碗

ものとがある。

土師器杯は平坦な鹿部から体部を大きくつまみ出し口縁部をおさめるもので、鹿部を糸で切

り離す。

瓦質双耳壷　扁球状の胴に短い直立する口縁を有し、扁平な耳が一対付き、径8ミリメートルの孔が穿たれ、

紐ずれしている。全面ススが付着し、調整痕は不明瞭であるが、ロタロ成形で箆調整の後刷毛

目調整を行なったと思われる。脂土は精良で堅緻、焼成は良好、内外面とも煤付着から見て、

煮沸用の土器であろう。当然、色調は黒褐色をなす。

中　世　の

瓦質片口鉢

弥生時代石器

口縁部は折り返しの玉線状を呈す、内面に僅かにすり部分が認められる。スリ部分は細かく

溝も深い。脂土は精良にして堅轍である。摺鉢として使用したと思われる。

石包丁、扁平片刃石斧、柱状片刃石斧、石斧、砥石、右舷等である°本遺跡全地域より出土

したもので数は少ない°
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（4）第Ⅴ地点の調査

15cm
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Fig・61第Ⅴ地点出土遺物実測図（縮尺1／4）

l　69　－



4．各地点の調査
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Fig．63　出土石器実測図（縮尺1／2）
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（4）第Ⅴ地点の調査

T a b 1 6　 第 Ⅴ 地 点 出 土 遺 物 観 察 表

F ig．
図面 番号

出 土 地 点 器 種 ．晶 部 法　　　 量 形 態 の 特 徴

6 1 ．／1 D E l ． 2 層 甕 鹿 部

口　 径

平 坦 な 鹿 部 よ り ゆ る や か に 立 ち 上 る 。器　 高

最大径

6 1 ． 2 D I ・E I ． 壷 胴 部

口　 径

大 き く 張 っ た 胴 部 に 断 面 三 角 形 の 突 帯 が 3 条 巡 る 。器　 高

最大径

6 1 ・ 3 D E ト レ ン チ 壷 鹿 部 大

口　 径 ※9
小 型 の 無 頸 壷 「く」の 字 口 緑 破 片 中 に 穿 孔 認 め られ ず 。器　 高

最大径 ※9．8

6 1 ．． 4 D ．E 2 層 壷 口 縁 部 ・

口　 径 ※1 1．5

小 型 の 無 頸 壷　 「く」 の 字 口縁　 穿 孔 は 現 存 1 個 。器　 高

最大径

．6 1 ・ 5 D E 2 層 碗 （磁 器 ）

口　 径 ※1 1．6

高 台 は 直 立 し て い る °券　 高 4．6

最大径

6 1 ．．6 ．D E トレ ンチ 碗 （磁 器 ） 口 ．緑 部 欠

口　 径 6．6

ぶ 厚 い 鹿 部 に 削 り 出 し の 高 台 が つ く 。各　 高

最大径

6 1 … 7 D E ト レ ン チ 碗 （磁 器 ） 鹿 部

口　 径 ※6．5

削 り 出 しの 高 台 が つ く°器　 高

最大径

6 1 ・ 8 D E ト レ ン チ 皿

Ⅱ　 径 8・8
平 坦 な 鹿 部 か ら 短 か く体 部 を ひ き 出 し 、 口 綾 部 を そ の

ま ま お さ め る 。
器　 高 1．2 5

最大径

6 1 ・ 9 E I 中 央 溝 皿

口　 径 8．3

器　 高 1．5

最大径

6 1 ．1 0 D E ト レ ン チ 碗 （磁 器 ） 鹿 部

口　 径

厚 い 鹿 部 に 削 り 出 し の 高 台 が つ く°線　 高

最大径

6 1 ．1 1 D E ．E I中央 溝 皿 （土 師 質 ）

口　 径 9．1
厚 く平 坦 な 鹿 部 か ら短 か く 体 部 を つ ま み 出 し 口 縁 部 を．

丸 くお さ め る °
株　 高 1・2

最大径

6 1 ・1 2 D E 2 層 皿 （土 師 質 ）

口　 径 8．8
平 坦 な 鹿 部 か ら体 部 を 引 き 出 し 、 口 縁 部 を そ の ま ま お

さ め る 。
券　 高 1．2

最大径

6 1 ．1 3 D I ．E I中 央 溝 皿 （土 師 質 ）

Ⅱ　 径 7．7
平 坦 な 鹿 部 か ら体 部 を 引 き 出 し 、 口 縁 部 を 直 立 さ せ て

い る 。
器　 高 1．3

最大径

6 1 ．1 4 E I 中 央 溝 坪

口　 径 1 3－4
平 坦 な 鹿 部 か ら体 部 を 引 き 出 し、 口 縁 部 を そ の ま ま お

さ め る °
器　 高 2．4

最大径

6 1 ・．1 5 E I 中 央 溝 坪

口　 径 1 2

器　 高 2 －2

最大径

6 1 ・1 7 D E ト レ．ン チ 塚 口 綾 部 欠

口　 径

平 坦 な 鹿 部 か ら 体 部 を 引 き 出 す 。券　 高

最大径

6 1 ・1 8 双 耳 壷 鹿 部 欠

口　 径 16．2
扁 球 状 の 胴 に 短 い 直 立 す る 口 緑 を 有 す る 。扁 平 な 耳 が

1 対 付 き 、径 8 －m mの 孔 を 穿 っ て い る 。ひ も ず れ し て い る °
器　 高 1 7．9

最大径

6 1 ・1 9 D E ト レ ン チ 片 口 鉢 （瓦 琴 質 ）

．口　 径 ※2 3．1

口 緑 部 の 1 ヵ 所 を 押 え て 注 ぎ 口 を つ け て い る 。器　 高 11．2

最大 径

6 1 ・2 0 D E I ．I I層 ．鉢 口 縁 部

口　 径 ※2 3
口 緑 部 は 折 り返 し の 玉 線 状 を 呈 す 。 内 面 に わ ず か に ス

リ部 分 が 認 め ら れ る 。
器　 高

最大径

6 1 ．2 1 D I ．E I溝 中 央 鉢 （磁 器 ） 口 緑 部 ．

口　 径 17．4

玉 線 状 口縁器　 高

最大径
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4・各地点の調査

（※ は復 元 値 一　単 位 ：cm ）

手法の特徴 胎睾 ・焼成 色　　　 調 備　　　 考 写 土

外面縦の刷毛 目　 内面指圧 砂粒を含む　 普通 灰褐色

外面縦の刷毛 目　 内層縦の刷毛目． 大粒の砂粒を大量に含む
良好 明灰白色 丹塗 り

口縁部横ナデのちヘラみがき．．胴部外面
砂粒を少量含む ．普通 外面 灰褐色

丹彩の痕跡あ り横のヘラみがき 内面 黒色

、口縁部横ナデ　 胴上部外面へラみがき 砂粒を含む　 良好 赤褐色 丹塗 り （？）

見込内底は、輪状 ．に無粕 精良 ．黄土色　 良好 茶緑色 坤 こは貫孔をもつ ．

高台協は放射状．に削り 精良　 良好 灰青色 粕高台に流れる
う．すい粕がけ

見込内底は、輪状 に無和 癖良 ・灰白色　 良好 ．

ロタロ成形　 外面へラみがき後刷毛横ナ
デ　 内面刷毛横ナデ ．

精良　 良好 赤褐色

鹿部糸切 り 精良　 良好 淡灰褐色

見込内底の文様は六歯の楠状土具で措 く 精良　 良好 灰白色 うすい粕がけ

体部ナデ　 鹿部へ ラ切 り 精良　 良好 ． 明黄土色

鹿部板目 精良　 良好 淡赤淘色

体部ナデ　 鹿部は糸切 りの後へラ調整 精良　 良好 明淘色

鹿部糸切 り 精良　 良好 淡灰褐色 鹿部に／黒堆あり

精良　 良好 淡灰褐色

鹿部糸切 り 砂粒を少量含む　 普通 灰甲色

全面スス付着のため調整痕不明瞭　 ロタ

ロ成形で、ヘラ調整の後刷毛目調．整 と思 ．
われる

精良　 良好 ・堅緻 黒褐色 内 ・外面煤付着 Fig ．62－6

外面調整痕不明　 内面横の刷毛目 長石粒を少量含む　 もろい
良好 灰乳色 外面磨滅が著しい

スリ部分は細か く溝．も深い 精良　 良好 ．堅緻 紫がかったこげ茶色 摺鉢として使用か？

精良 ．乳白色 ．良好． 淡灰緑色 粕には貰孔を．もつ
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（4）第Ⅴ地点の調査

T a b ．7　 出 土 石 器 計 測 表　　　　　　　　　　 （単 位 ：c m ）

図 品 鮎 発 掘 区 層 Ⅰ 位 器　　 種 ．．．色 ．　 調 長 幅 厚 備　　 考

63 － 1 G － 1．．E l p it 内 石 包 丁 暗 茶 灰 色 7．．7 ＋ α 3 ．6 0 ．7
1／3程度欠敵

両刃

63 － 2 不 明 石 包 丁 明灰 色 5．．4 ＋ α 4 ．6 0 ．6 ＋ α 半 欠

6 3 － 3 A － 4 ．泥 扁 平 片 刃 石 l h 明灰 色 5 ．1 ．＋ α 4 ．1 0 ．7

6 3．－ 4 C － 5 砂 層 柱 状 片 刃 石 斧 灰 色 6 ．2 1 ・1 ＋α 1 ．2

6 3 － 5 由 一 5 砂 層 石 斧 o r石 鎌 明灰 色 11 ・6 ＋ α 5 ．1 2 ．0

6 3 － 6 ． 不 明 石 の み 未 製 品 異 音 灰 色 5 ．2 ＋ α 3 ・5 3 ．2

6 3 － 7 B － 5 赤 褐 色 土 層 砥 石 黒 縁 灰 色 4 ．9 ＋α 3 ．3 2 ．4

6 3 － 8 G ．ー 3 砂 礫 層 砥 石 ． 淡 茶 灰 色 7 ・2 ＋α 6 ．3 3 ．3

63 － ．9 表 採 石 鉄 淡 黒 色 1 ・9 1 ．4 ＋ α 0 ・2 片方の脚部 欠損

63 1 l 10 表 採 石 鉄 暗 灰 色 2 ．5 1 ・9 0 ・3

5

，烏艇．10

Fig．64　出土石器
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5・小　　結

5・小　　結
本遺跡の第一の成果は、弥生式土器を含まない縄文時代最終末期の夜目式土器の単純な文化面の確

認にある。第二地点の調査で板付II式土器を包含する文化層の下層に砂層を挟んで最下層に存在した

文化面である。検出された井戸状遺構は、人間集団の定着性を示唆し、また竪杵は稲作によって収穫

される粗の脱穀作業を想わせる°　この発掘当時、夜目式土器文化の確率した単純な文化層の存在の有

無に関する論争が行なわれていたが、本遺跡の発掘成果で論争は終止符が打たれた事になる。

時は進み現在の北部九州考古学の夜目式土器文化に関する議論は、稲作生産址の板付遺跡（福岡市）、

莱畑遺跡（唐津）、雀居遺跡（福岡市）集落址の江辻遺跡（粕屋町）そして二重の環濠をもつ那珂遺

跡（福岡市）墓址の新町遺跡（志摩町）など農耕文化社会を証明する充分な発掘成果が世に出される

にあたり、この土器文化を縄文時代にするか弥生時代にするかに掛っている。そして夜目式土器を縄

文時代最終末期に編年せず、弥生時代早期に位置ずける諭も出されている。学史的に考えると縄文時

代は縄文式土器が営なまれた時代であり、弥生時代は弥生式土器が営なまれた時代である。夜目式土

器の様式要素を概観するに、縄文式土器の要素から脱げきらない様式に他ならない。発見される遺構

や遺物が弥生時代の文化様式を内包していたにしても、文化様式を加味して、縄文式土器の様式要素

を有つ夜目式土器を弥生式土器の範噂に加え、さらには弥生時代早期とする事に異を唱えるものであ

る°農耕文化生成は人間集団がおかれる立地や気候等、複雑な条件を克服してなされたと考えられる。

地域によって夜目式土器を有つ集団が即ち、弥生時代の農耕文化を生成したとは考えられない。地域

によっては採集経済文化を青くんでいる集団がある事に疑いを挟まないのである。夜目式土器が、縄

文式土器の範噂にあって、縄文時代文化を発展的に継承しながら、地域によって採集経済、地域によ

っては農耕経済を営んでいた。夜目式土器を弥生式土器に組み入れる事は弥生時代即農耕文化という

拙速を判断を呼び起し、地域の農耕文化生成研究に支障を釆たす嫌いがある。土器型式（様式）は時

代を区分する資料ではあっても多様な生活を総合的に含んだ文化概念まで拘束するものではないので

ある°

下記の写真は、会長松浦宥一郎を中央に載く写真である。厳しき中にも爽やかな涼風を呼ぶスナッ

プである。皆さまのご健承をお祈りする次第である。
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